
(1) 会    報 第 21号

より深い交流と懇親をもとめ関東同窓会の

発展・充実にそれぞれの力を出し合おう/

ヽ _

新
し
い
年
、
昭
和
六
十

一
年
を
迎
え

一
月
十
四
日
夜
、新
年
会
が
行
わ
れ
た
ｃ

出
席
者
は
次
の
通
り
。

３８
石
割
正
、
４２
岩
波
信
平

・
官
澤
次
郎

・
井
出
多
米
夫
、
４３
西
沢
純
三
。
今
井

志
郎
、
４４
村
井
東
助

・
臼
井
茂
、
４５
田

附
敏
三

。
大
石
清
、
４９
菅
沼
栄
、
５０
永

田
激
、
５３
奥
野
孝

・
月
見
里
得
知
郎

・

大
石
巌

・
徳
永
悠
久
、
５４
庵
原
悌
次
、

５７
岩
井
平

一
郎
、
５９
奥
沢
徹
、
６０
上
杉

重
吉
、
６６
田
中
俊
男

・
山
下
智
康

・
武

藤
勇
、
６７
成
岡
英
彦
、
６８
荒
谷
じ
つ
子

・
杉
山
和
子

・
北
村
公

一
、
６９
松
島
玲

子

・
神
谷
貞
子
、
７０
関
哲
男

。
中
島
敏

雄

。
深
見
明
、
７１
石
川
宏

・
伊
藤
勝

・

篠
原
直

。
後
藤
弘
枝
、
７３
仲
川
信
正
、

８２
杉
本
三
郎
、
８７
藁
科
名
雄
、
９２
清
水

篤
、
９６
高
橋
聡

官
澤
会
長
を
中
心
に
話
が
は
ず
み
、

大
い
に
懇
親
の
実
も
あ
が

っ
た
新
年
顔

合
せ
会
で
あ

っ
た
。

×

　
　
　
　
×
　
　
　
　
×

関
東
同
窓
会
も
発
足
し
て
十

一
年
、

会
員
数
も
三
千
五
百
余
名
、
前
号
の
会

ｔ

報
で
も
諸
問
題
が
提
起
さ
れ
て
い
た
が

本
年
度
は
会
員
の
意
見

。
希
望
を
反
映

し
、
力
を
出
し
合

っ
て
行
事
運
営
等
を

さ
ら
に
充
実
し
、
親
睦
の
輪
を
ひ
ろ
げ

て

一
層
岳
南
健
児
の
意
気
を
示
す
よ
う

に
し
た
い
と
思
う

（と
い
っ
て
も
、
あ

ま
り
気
張
ら
ず
に
、
柔
軟
に
）
。

そ
の
後

の
同
窓
会
活
動

（Ｓ
６０
年
１２
月
２
６１
年
５
　
日

◆
幹
事
会

・
６０
年
１２
月
４
日

（水
）
１８
時
よ
り

。
新
宿
Ｎ
Ｓ
ビ
ル
８
Ｆ

ト
ッ
パ
ン
ム
ー
ア
会
議
室

・
出
席
者
　
３８
名

・
６０
年
度
行
事
の
ま
と
め

・
６１
年
度
事
業
予
定

。
会
報
２０
号
配
布
の
依
頼
　
な
ど

０
１９
回
印
高
ゴ
ル
フ
会

・
６０
年
１２
月
４
日

（水
）

。
大
仁
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ

。
■
名
参
加

・
優
勝
　
　
北
里
良
夫

（
４３
期
）

・
準
優
勝
　
石
山
　
宏

（
７０
期
）

。
第
三
位
　
上
杉
重
吉

（
６０
期
）

０
新
年
会

。
６１
年
１
月
１４
日

（火
）
１８
時
よ
り

・
ピ
ス
ト
ロ
　
ラ

・
ポ
ス
ト

・
会
費
　
五
千
円

。
出
席
者
　
４１
名

（別
記
）

◆
幹
事
会

・
６１
年
３
月
１３
日

（木
）
１８
時
よ
り

。
新
宿
Ｎ
Ｓ
ビ
ル
８
Ｆ

ト
ッ
パ
ン
ム
ー
ア
会
議
室

・
出
席
者
　
３６
名

・
６１
年
度
総
会

へ
の
準
備
依
頼

・
会
報
第
２１
号
の
原
稿
依
頼

。
名
簿
の
訂
正
に
つ
き
協
力
依
頼

・
６ｏ
年
度
年
会
費
の
期
別
納
入
表
を
配

布
し
、
よ
り

一
層
の
協
力
要
請
な
ど

◆
幹
事
会

・
６１
年
５
月
１４
日
（水
）
１８
時
３ｏ
分
よ
り

ｏ
ト
ッ
パ
ン
ム
ー
ア
会
議
室

・
出
席
者
　
４６
名

・
６０
年
度
事
業
お
よ
び
会
計
報
告

・
６１
年
度
事
業
計
画
お
よ
び
予
算
案

。
６１
年
度
総
会
に
つ
い
て

。
総
会
案
内
発
送
の
依
頼
　
な
ど

◆
８７
期
有
志
と
の
懇
親
会

・
６１
年
６
月
６
日

（金
）
１８
時
よ
り

ｏ
ビ
ス
ト
ロ
　
ラ
・
ポ
ス
ト

・
出
席
者
　
５３
奥
野
　
孝
、
５４
庵
原
悌

次
、
６０
上
杉
重
吉
、
６７
成
岡
英
彦
、

８７
期
の
４
名
…
藁
科
名
雄

・
平
岩
正

史

・
橋
村
芳

一
・
高
橋
　
宏

・
７５
期
か
ら
９０
期
あ
た
り
ま
で
の
同
窓

生
の
よ
り
強
力
な
協
力
を
求
め
る
た
め

は
じ
め
て
の
意
見
交
換
会
を
開
い
た
。

種
々
貴
重
な
意
見
の
具
体
化
を
図
る

と
と
も
に
、
こ
の
よ
う
な
会
合
を
随
時

続
け
て
い
く
こ
と
の
必
要
性
を
痛
感
し

た
次
第
。
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報
告
と
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ロ

・・い一赫̈“］̈̈
・がコ生して

い一̈い̈一義̈一̈̈一一̈一

一̈義一』̈一一一『一一い一一

中『̈一一̈一』̈̈一̈̈一』

満”『̈
抑『を螂］］一讐】ゎ」

コｒ̈
一̈す‐そしれ「一一「讐か』

一̈一̈一一一一一̈一『一一一

一一い̈［い̈一一̈一̈一一一

カ

あ

り

ま

し

し
か
し
、
１０
年
の
歳
月
は
残
念
な
が

ら
同
期
の
者
に
も
変
化
を
も
た
ら
し
ま

し
た
。
先
す
第

一
に
６
人
の
“
間
を
失

い
ま
し
た
。
１
日
中
正
治

（昭
５２
投
）

直
原
信
衛

（
“
・
１０
）
、
青
木
栄

〈
“

・
３
）
、
桜
丼
誠

（
“
・
５
）
斉
藤
錬

一

（
”

・
１０
）
、
日
代
正

＾
”
・
１１
）

―
―
。
ま
た
病
後
の
り
＾
ビ
ツ
そ
の
他

の
た
め
遠
出
が
困
難
な
も
の
が
５
名
に

ど
お
り
ま
す
。
そ
の
た
め
気
持
は
あ

っ

て
ヽ
総
会
や
同
期
会
に
参
加
で
き
ぬ
方

が
め
っ
き
り
多
く
な
り
ま
し
た
。
大
変

反
し
い
こ
と
で
す
。
そ
こ
で
都
合
の
つ

く
者
た
ち
だ
け
で
も
と
、
次
の
よ
う
な

定
例
会
を
計
画
し
、
既
に
１
月
と
３
月

に
・集
り
を
持
ち
ま
し
た
。

Ｏ
定
例
日
時
　
奇
数
月
の
第
２
火
曜
日

午
後
４
時
よ
り

０
定
例
会
場
　
有
楽
町
の
新
国
際
ビ
ル

３
階
の
生
命
保
険
倶
業
部

電
話
　
〇
三
十
二
二
千
九
二
五
入

今
年
の
今
後
の
定
例
会
は
５
月
■
日

７
月
８
日
、
９
月
９
口
、
１１
月
１１
日
で

す
。
体
罰
を
整
え
ご
参
加
下
さ
る
よ
う

ご
案
内
い
た
し
ま
す
。

（出
席
希
コ
一の

方
は
前
日
ま
で
に
鈴
木
ま
で
お
電
話
下

さ
い
）
　
　
　
　
　
　
（鈴
木
弥
円
）

こ
あ
て
開
催
さ
れ
た
。
日
本
の
す
ぐ
れ

た
地
震
学
者
を
多
勢
動
員
さ
れ
、
強
回

な
紅
晟
の
下
に
、
県
民
の
皆
様
の
物
カ

を
十
分
に
■
て
、
大
げ
さ
に
い
え
ば
、

日
本
の
す
ぐ
れ
た
地
震
対
策
の
〓
ア
ル

を
碓
立
さ
れ
、
し
か
も
今
後
の
対
策
費

を
も
ぶ
く
め
て
県
の
財
政
を
全
く
掟
全

な
も
の
に
さ
れ
た
御
功
績
に
は
、
同
級

生
と
し
て
惑
心
も
し
た
し
、
皆
故
意
を

表
し
た
次
第
で
あ
る
。
同
君
の
今
後
の

御
情
勝
と
、
同
級
生
諸
君
の
御
健
ル
を

切
に
い
の
る
次
第
で
あ
る
。

Ａ
追
記
Ｖ

お
わ
り
に
一
言
小
生
の
現
況
を
申
述

べ
る
。
現
在
■
京
大
学
医
学
部
客
員
教

授
と
し
て
公
衆
衛
生
学

（土
と
し
て
人

間
生
態
学
）
を
同
大
学
大
学
院
生
に
過

一
回
擢
し
て
お
り
、
市
ケ
谷
駅
近
く
の

山
陽
ビ
ル
の
中
に
勉
強
都
晨
と
し
て
総

全
保
健
研
究
所
を
開
設
し
て
ヽ
る
。
尚

静
岡
新
聞
論
説
委
員
と
し
て
誌
上
に
時

々
、
保
健
関
係
の
こ
と
を
発
表
し
て
ｔ

る
．
健
康
は
年
相
当
に
少
し
ヽ
と
ろ
え

て
は
来
た
が
、
な
口
元
気
で
す
ご
し
、

絵
な
ど
も
か
い
て
い
る
。
昨
年
も
パ
リ

の
サ
ロ
ン
ド
ー
ー
ン
メ
に
入
選
し
、
今

後
も
同
長
に
出
品
の
予
定
で
あ
る
。

（山
本
ｒ
夫
）

四
七
回

東
京
で
例
年
通
り
同
窓
会

毎
年
の
事
で
あ
る
が
、
＋
二
月
に
な

四
五
回

‐ヽ

四
六
回

第
十
六
回
同
期
会
の
模
様

去
る
二
月
八
日
静
同
在
住
幹
事
一^
田

幹
氏
の
御
■
析
で
浅
問
神
社
前
の
魚
氏

で
、
月
期
会
を
Ｈ
催
し
た
。
京
都
か
ら

は
村
松
道
平
君
、
神
戸
か
ら
は
吉
工
経

地
氏
、
大
津
か
ら
は
後
藤
秀
雄
氏
、
名

古
屋
か
ら
は
今
丼
尚
氏
、
東
京
か
ら
は

一
官
弘
道
氏
、
風
入
，
夫
氏
と
小
生
、

等
々
遠
方
か
ら
も
か
け
つ
け
て
、
総
勢

三
十
三
名
の
出
席
者
が
あ

っ
た
。
キ
茉

後
二
十
五
年
近
く
な
る
の
に
、
同
証
生

は
あ
り
が
た
―
も
の
で
、　
一
度
顔
を
見

れ
ば
、
も
と
の
子
供
時
代
に
帰
っ
て
来

し
い
平
口
を
迪
す
こ
と
が
で
き
た
。

今
日
の
会
合
は
、
同
級
生
で
静
同
県

知
事
の
山
本
故
三
郎
氏
メ
知
事
を
，
退

す
る
こ
と
を
，
意
さ
れ
た
の
で
、
三
期

間
の
大
役
に
対
す
る
御
慰
労
の
意
味
を

ヽ_

|.



第 21,(3)

る
と
、
東
京

・
静
中
四
七
日
同
窓
の
新

年
会
の
適
如
が
、
電
山
敏
男
幹
事
え
か

ら
舞
込
ん
で
く
る
。
今
年
も

一
月
十
六

口
に
い
つ
も
の
新
宿
の
松
澄
に
集
ま

っ

た
．今
年
は
出
席
給
勢
十
八
人
、
関
東
在

住
者
の
六
０
％
余
り
、
近
来
に
無
い
多

勢
で
あ
る
。
久
し
振
り
に
高
山
が
つ
ヽ

や
か
な
顔
を
見
せ
た
し
、
去
年
は
来
な

か
，
た
関
日
や
野
日
も
、
病
気
だ

つ
た

鍋
口
も
元
気
な
要
を
現
わ
し
た
。
鍋
田

は
少
し
舌
が
も
つ
れ
る
が
、
こ
ん
な
席

に
出
て
米
ら
れ
る
の
は
結
精
な
事
で
あ

る
。
九
着
組
と
嘱
を
し
て
い
た
ら
、
石

割
五
郎
が
到
着
し
た
。
■
津
川
の
返
事

は
「出
席
人
０
％
久
庁
二
〇
％
の
予
定
」

と
の
事
で
あ

っ
た
が
、
二
０
％
の
方
が

一
〇
〇
％
と
な

っ
て
出
席
率
を
悪
く
し

た
。選
方
で
は
熱
お
か
ら
常
遠
の
中
付
菫

夫
、
向
坂
識

一
が
、
下
Ш
か
ら
後
藤
草

郎
が
、
大
月
か
ら
建
物
が
三
一要
文
化
財

に
指
定
さ
れ
て
い
る
細
豆
製
造
業
の
星

野
三
郎
が
駆
け
つ
け
た
。

亀
山
幹
事
長
か
ら
、
昨
年
の
吉
口
実

の
死
去
の
こ
と
、
静
回
の
草
ケ
谷
が
日

下
大
病
で
吉
し
ん
で
い
る
事
が
報
告
さ

れ
た
。
吉
田
の
冥
福
を
祈
り
、
草
ヶ
谷

芳
夫
の
本
復
を
ま
つ
。

恒
例
と
な

っ
た
が
、
憤
浜
の
片
山
正

三
商
店
か
ら
卸
値
以
下
の
特
別
価
格
で

全
員
に
■
来
の
大
袋
が
行
き
亙
っ
た
。

・）

聘
谷
陣
士
も
出
席
、
し
か
し
今
年
は
小

講
漬
も
し
た
か
っ
た
。

「
日
に
二
含
以

上
飲
む
人
は
短
命
で
す
。
民
生
が
大
切

で
す
」
が
口
癖
な
の
に
、
ご
自
分
は
今

硫
大
分
き
こ
し
召
し
て
、
二
合
で
は
訥

ま
ら
な
い
様
子
で
あ
る
。
山
■
長
官
も

元
気
で
あ
る
。

「
長
官
は
も
う
風
い
下

げ
だ
」
と
言
う
が
口
角
抱
を
永
ぼ
す
論

証
は
変
わ
ら
な
い
。
後
藤
が

「太
っ
た

奥
さ
ん
が
休
摂
を
し
た
“
子
に
、
足
首

を
摘
め
て
歩
け
ず
背
負

っ
て
も
重
い
の

で
、
世
話
を
す
る
の
に
吉
労
し
た
」
話

を
す
る
。
齢
を
と
る
と
■
が
も
ろ
く
な

る
の
で

「月
心
第
二
」
と
い
う
こ
と
．

「転
ぶ
な
、
風
邪
ひ
く
な
、
義
理
を
火

け
」
と
い
う
こ
と
。

電
さ
ん
が
、
も
う
五
年
も
幹
事
を
し

た
の
で
絆
め
る
と
言
い
だ
し
て
、
二
名

連
記
の
投
票
に
な
っ
た
。
名
幹
事
は
完

全
に
再
達
、
志
Ш
が
副
〓
事
、
杉
工
が

手
伝
う
と
言
う
こ
と
で
元
の
期
に
お
さ

ま
っ
た
。

今
日
欠
席
の

「口
，
達
ち
ゃ
ん
は
ど

う
し
た
」

「山
家
は
病
気
が
」

「両
れ

野
は
ど
う
し
た
」

「
石
川
は
」
‥
…
等

々
、
欠
席
者
の
暉
話
も

一
Л
り
で
る
。

六
年
前
に
痕
の
疑
い
で
胃
を
切

っ
た

吉
見
は
ピ
ン
ピ
ン
し
て
い
る
。
煙
草
も

そ
し
て
酒
も
ｔ
げ
ば
断
ら
ず
に
林
を
千

す
。
痕
の
方
で
開
日
し
て
引
き
下
が

っ

た
の
で
あ
ろ
う
。
中
村
は
上
京
の
車
中

で

一
杯
き
こ
し
召
し
た
と
言
う
の
で
、

ホ
ン
ノ
，
し
て
い
る
．
以
前
に
比
べ
て

弱
く
な

っ
た
の
か
も
知
れ
な
い
。

杉
江
監
督
が
，
う
。

「
こ
の
十
八
日

土^
）

一
０

・
Ｏ
Ｏ
Ａ

・
Ｍ
か
ら
Ｔ
Ｂ

Ｓ
で
旧
■

″
西
の
工
将
、
東
の
大
将
″

（藤
日
ま
こ
と
、
谷
啓
、
国
ま
り
、
浜

美
技
…
）
が
波
映
さ
れ
る
．
死
ん
だ
高

橋
平
家
も

一
寸
姿
を
見
せ
る
で
」
と
．

二
Ｃ
数
年
前
の
作
．
成
程
．
＝
演
著
も

み
ん
な
若
く
、
監
督
も
油
の
乗
り
切

っ

て
い
た
頃
で
あ
ろ
う
。

台
所
を
預
か
る
志
日
が
資
金
集
め
の

「迷
４
」
は
無
し
か
と
資
乏
所
帯
の
切

り
盛
り
に
吉
心
中
で
あ
る
が
、
酒
は
ド

ン
ド
ン
出
て
来
る
し
、
ウ
イ
ス
キ
ー
は

あ
る
し
で
、
皆
さ
ん
ご
機
脈
で
あ
る
．

首
相
礼
讃
の
政
治
論
も
閾
か
れ
た
が
、

余
り
高
尚
な
話
に
は
発
長
せ
ず
、
最
後

は
例
に
よ
っ
て
、
し
か
し
何
時
も
と
違

っ
て
、
少
し
酔
っ
た
杉
山
栄
ち
ゃ
ん
の

音
頭
で
枝
歌
を
合
唱
．
た
だ
、
こ
の
項

に
は
、
寄
る
年
な
み
で
も
あ
る
ま
い
が

約
半
数
が
座
を
立

っ
て
し
た
。
来
年
は

星
野
家
の
大
月
納
豆
も
販
売
さ
れ
る
薔

で
あ
る
。

出
席
者

（故
称
略
）

石
割
、
片
山
、
亀
山
、
後
藤
、
志
日
、

鴫
谷
、
杉
工
、
杉
山
．
関
日
、
高
山
、

中
村
、
飢
日
、
野
口
、
星
野
、
山
上
、

吉
見
、
向
坂
、
今
関

大
村
二
郎
が
欠
席
な
の
で
、　
″
蔵
事

録
″
の
お
体
が
赤
こ
ち
ら
に
回
っ
て
来

た
。
変
哲
も
な
い
件
文
だ
が
静
国
の
連

中
に
も
読
ん
で
貰
う
積
り
で
言
い
た
。

（人，
関
知「一
口）

・
腰
痛
等
々
病
気
と
ま
で
ゆ
か
ぬ
が
．

故
障
の
出
て
来
る
年
頃
で
は
な
い
か
と

思
う
。
珈
か
お
■
に
た
て
ば
と
思
い
体
験
談

の
お
話
を
し
よ
う
。

梅
雨
時
に
美
味
し
い
実
を
つ
け
る
化

把
は
■
か
ら
屋
奴
内
に
植
え
る
こ
と
を

忌
み
派
う
風
習
が
あ

っ
た
が
、
批
杷
の

実
の
菜
効
は
古
く
か
ら
伝
え
ら
れ
て
居

っ
た
山
で
あ
る
。
お
迦
釈
粽
メ
説
か
れ

た
イ
ン
ド
の
古
い
経
興
の
中
に
そ
の
業

効
が
記
さ
れ
て
い
る
と
い
う
か
ら
実
に

三
十
年
も
普
の
こ
と
で
、
日
本
に
枇
把

喪
振
法
が
伝
来
し
た
の
も
奈
良
時
へ
、

八
世
紀
頃
だ
と
い
う
。

さ
て
枇
杷
の
葉
派
法
に
も
い
ろ
い
ろ

ぁ
る
よ
う
で
あ
る
が
、
私
が
体
験
し
た

も
の
を
二
、
三
御
技
露
す
る
こ
と
に
し

よ
う
。

①
枇
杷
茉
温
Ｅ
療
法

〔効
　
能
〕
肩
こ
り
、
厩
痛
、
ル
れ
、

コ
が
重
い
と
い
っ
た
症
状
に
威
力
あ
り

〔施
療
法
〕
生
の
批
杷
業
の
実
側
に
市

・
紙
の
順
序
で
重
ね
、
セ
ッ
ト
に
し
て

ヽ
状
の
も
ぐ
さ
を
そ
の
上

に
当

て
が

い
、
身
体
の
息
凱

（痛
む
と
こ
ろ
、　
コ

リ
の
あ
る
と
こ
ろ
等
）
に
運
ん
で
直
角

に
圧
を
加
え
る

（気
持
が

よ

い
程
度

に
）
。
熱
が
次
第
に
通
り
、
熱
さ
を
感

し
た
ら
前
記
の
体
も
ぐ
さ
′
び
批
杷
業

・
ィ

・
紙
セ
ッ
ト
を
ヽ
っ
し
ょ
に
取
り

去
る
。

_ヽ

五
０
回

日［̈一蜀讐̈̈
峻年ｔ、、　．

一̈い一̈一一̈一一“一̈一』

無に】｝̈
疇鰤］̈
柳嘲章っ塾」

軽讐中̈̈
一一中̈一̈̈
「一̈

］てつ『̈一蜘叫［̈̈
一̈動一一

赫́̈漱・いく・れ瑯）鵡にし入一てつ年一一“

一̈一̈̈
鋼」一一̈］一一一一

』ない̈一̈̈
¨̈̈
一̈囀̈一

江^
川
茨
治
〉

五
四
回

批
杷
の
葉
の
効
用

わ
れ
わ
れ
向
硼
生
も
六
十
台
半
ば
に

き
し
か
か
り
、
本
人
も
伴
僣
も
一月
こ
り

会    報
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五
五
回

尚
、
以
上
の
説
明
で
は
分
り
に
く
い

と
思
う
の
で
御
希
望
の
向
き
に
は
後
述

の
施
療
呉
販
売
店
で
詳
細
お
問
き
願
い

た
い
。

〔効
果
の
原
理
〕
生
の
批
把
葉
の
薬
効

成
分
ア
・ヽ
グ
グ
リ
ン
を
皮
膚
か
ら
体
内

に
浸
透
さ
せ
、
血
液
を
浄
化
す
る
。

（長
　
所
〕
手
軽
に
家
庭
で
出
来
る
、

熟
く
な
い
、
あ
と
が
つ
か
な
い
、
副
件

用
が
な
い
。

（共
他
参
考
事
項
〕
人
に
紹
介
し
て
喜

ば
れ
た
こ
と
が
多
い
が
、
中
に
は
東
大

医
学
部
出
ン
の
若
い
医
師
で
受
用
者
が

居
る
。
試
用
希
望
の
方
の
た
め
に
施
療
道
具

等
の
販
売
店
を
記
載
し
て
置
く

（旭
療

法
も
”
導
し
て
呉
れ
る
）。

東
京
に
は
十
数
店
あ
る
由
だ
が
、
私

の
知
っ
て
い
る
店
は
、

株
式
会
社
　
あ
な
た
と
健
康
社

〒

一
二
七

世
田
谷
区
成
城
ニ
ノ
三
二
ノ

一
三

〈成
城
′
イ
ヤ
ハ
イ
ツ
２
Ｆ
）

Ｔ
Ｅ
Ｌ
〇
三
―
四

一
七
―
五
０
五
一

②
批
把
葉

エ
キ
ス

０
切
リ
キ
ズ
、
ひ
ょ
う
そ
う
等
に
用

せ
て
効
あ
り
。

〔興
　
法
〕
生
の
枇
把
奏
を
巻
い
て
卸

金
で
お
ろ
し
少
々
水
で
薄
あ
る
。
此
の

液
を
脱
腹
綺
又
は
ガ
ー
ゼ
に
し
ま
せ
、

息
部
に
当
て
る
。
殺
菌
力
あ
り
。

②
水
虫
退
治

ハ製
　
法
〕
生
又
は
乾
燥
し
た
批
，
葉

を
細
か
く
き
ぎ
ん
で
ホ
ー
ロ
ー
引
き
の

飢
で
二
、
三
十
分
煮
出
す
と
概
０
人
色

の
液
が
出
来
る
。
体
温
程
度
に
さ
め
た

液
を
足
を
漬
け
る
に
適
当
な
容
器
に
入

れ
二
、
三
十
分
間
足
を
浸
す
。

数
日
続
け
る
と
よ
い
。
液
は
腐
敗
し

な
い
か
ら
続
月
出
来
る
。
（山
口
道
也
）

山
口
道
也
君
は
市
中
か
ら
東
京
市
大

専
円
部
に
進
み
、
卒
業
後
、
住
友
本
社

に
入
社
さ
れ
た
が
、
終
戦
後
は
財
ｍ
解

体
に
よ
っ
て
住
友
金
属
に
就
職
す
る
こ

と
に
な

っ
た
。

五
＋
年
に
、
傍
系
の
住
金
物
産
に
移

り
、
要
職
に
あ
っ
て
業
界
に
活
理
さ
れ

た
が
、
最
近
、
退
破
さ
れ
、
二
女
も
他

家
に
嫁
が
れ
て
、
現
在
は
奥
様
と
二
人

睦
ま
し
く
悠
々
白
迪
の
毎
口
を
送
ら
れ

て
い
る
と
の
こ
と
。

戦
時
中
は
十
七
年
十
二
月
兵
役
で
幅

重
三
連
隊
に
入
隊
さ
れ
た
が
、
中
都
軍

可
今
部
で
終
戦
を
迎
え
、
二
十
年
十
月

一
口
復
員
さ
れ
た
。

静
■
時
へ
、　
一
年
上
の
学
年
で
あ

っ

た
が
、
体
を
こ
わ
さ
れ
、
休
学
し
て
掟

等
と

一
緒
に
イ
業
さ
れ
た
。
そ
れ
か
あ

ら
な
か
、
住
金
物
産
で
重
■
の
職
に
あ

っ
た
頃
、
大
病
を
息
わ
れ
た
が
、
療
表

と
節
制
に
薇
し
つ
つ
難
病
を
■
皿
し
、

元
気
を
取
戻
さ
れ
た
白
。
今
後
共
体
は

大
切
に
し
て
い
た
だ
き
た
い
。
（庵
原
）

・ｔ

私
の
人
生
遍
歴

相
川
富
士
雄
君
か
ら
突
然
電
話
が
あ

り
、
何
事
か
と
思

っ
た
ら
会
報

へ
の
寄

柿
の
よ
頼
で
あ
る
。
今
は
低
々
白
適
？

の
身
で
あ
り
何
ん
と
か
な
る
だ
ろ
う
と

簡
単
に
引
受
け
た
も
の
の
、
い
ざ
書
く

と
な
る
と
は
た
と
因

っ
た
。
仕
事
を
離

れ
て
九
二
年
、
筆
を
と
る
機
会
も
少
く

な
り
、
頭
の
回
〓
と
な
る
と
更
に
鈍
く

な

っ
た
こ
と
を
今
更
な
が
ら
思
い
知
ら

さ
れ
た
の
で
あ
る
。

思
い
余

っ
た
末
、
中
学
卒
業
以
来
の

私
の
人
生
遍
歴
を
ご
報
告
し
、
同
期
の

皆
様

へ
の
使
り
に
苦
え
る

こ
と

に
し

た
。昭
和
十
五
年
二
月
静
中
を
卒
業
し
、

浜
松
高
工
に
入
る
。
翌
十
六
年
十
二
月

大
東
亜
戦
争
に
突
入
、
十
七
年
九
月
線

上
げ
事
業
、
日
本
石
油
い
に
就
職
し
た

が
た
だ

一
日
の
勤
務
で
第
二
卿
海
Ｔ
予

備
学
生
と
し
て
軍
隊
入
り
、
台
湾
で
六

ケ
月
の
基
礎
訓
証
を
受
け
、
再
び
内
地

に
戻
り
、
館
山
砲
術
学
校
で
ヽ
角
砲
の

訓
練
を
■
ヶ
月
、
終

っ
て
十
八
年
九
月

一
曰
海
軍
少
尉
●
官
と
同
時
に
久
ユ
浜

海
軍
通
信
学
′
に
入
校
、
我
が
国
初
の

新
兵
器
電
探

（
レ
ー
グ
ー
）
射
撃
の
勉

強
を
さ
せ
ら
れ
る
。
三
ヶ
月
の
勉
強
を

終
え
た
も
の
の
、
実
物
の
兵
器
は
未
完

成
の
た
め
、
完
成
ま
で
の
間
と
い
う
こ

と
で
、
一フ
バ
ウ
ル
に
あ
る
第
八
根
拠
地

区
司
苓
部
付
と
し
て
出
征
、
そ
の
ま
ま

遂
に
終
戦
ま
で
帰
還
不
能
と
な
る
。
そ

の
間
十
九
年

一
月
、
最
初
の
対
空
戦
闘

に
お
い
て
彼
爆
資
傷
し
た
メ
＋
い
命
は

と
り
止
あ
る
。
そ
の
後
、
何
回
と
な
く

危
機

一
髪
の
日
に
会
う
が
犀

理ヽ
強
く
生

き
延
び
る
。
そ
し
て
十
九
年
七
月
中
尉

に
、
翌
二
十
年
六
月
海
軍
始
ま
っ
て
以

来
最
年
少
で
大
尉
に
ｔ
官
し
た
が
、
同

年
入
月
終
戦
、
翌
二
十

一
年
六
月
無
，

内
地
に
帰
還
で
き
た
。
是
還
後
し
ば
ら

く
し
て
就
職
先
の
日
本
石
油
い
に
出
掛

け
た
が
全
施
設
が
暗
償
対
象
と
の
事
、

■
職
を
一前
ら
め
て
薔
岡
に
戻
り
、
型
二

十
二
年
労
働
省
が
設
立
さ
れ
た
の
に
什

い
、
■
人
と
な
る
。
以
来
労
働
者
の
安

全
衛
生

一
筋
の
行
政
に
従
事
、
昭
和
エ

十
三
年
労
働
本
省
環
境
改
善
室
長
を
最

後
に
退
官
す
る
ま
で
三
■

一
午
役
人
生

活
を
送
る
。
そ
の
後
、
労
働
通
産
両
省

共
管
の
外
郭
団
体
の
設
立
に
携
り
、
無

事
設
立
を
終
え
、
団
体
の
基
礎
も
回
ま

り
、
順
調
に
滑
り
出
し
た
の
を
見
届
け

て
、
後
進
に
道
を
譲
る
の
を
口
実
に
五

十
九
年
二
月
そ
の
日
本
役
員

を

辞
任

し
、
■
祖
云
来
の
地
千
葉
県
，
房
郡
天

津
小
粽
町
天
津
で
余
生
を
送
る
こ
と
に

し
て
現
在
に
至
っ
て
０
る
。

日
本
人
の
平
均
寿
命
は
年
々
伸
び
る

二
カ
で
あ
り
、
六
十

一
オ
位
で
仕
事
を

■
あ
る
の
は
早
い
と
の
意
見
も
多
く
、

外
郭
団
体
の
役
員
辞
任
に
は
団
体
か
ら

相
当
低
抗
も
あ

っ
た
が
、
私
の
人
生
設

計
の
さ
さ
や
か
な
夢
で
あ

っ
た
元
気
な

う
ち
に
自
由
に
生
き
る
と
い
う
人
生
を

味
わ
い
た
い
と
の
思
い
を
無
理
矢
型
実

現
さ
せ
て
戴
せ
た
。

辛
い
、
気
候
温
暖
な
外
房
で
嗜
耕
雨

読
と
年
二
回
の
気
ま
ま
な
旅
Ｆ
と
い
う

最
後
の
人
生
の
楽
し
み
を
味
わ
し
つ
つ

あ
る
。
青
ネ
を
大
東
亜
戦
争
の
前
後
の
菰
勁

期
に
過
ご
し
、
理
が
悪
か
っ
た
と
の
思

い
は
あ
る
も
の
の
生
き
る
喜
び
を
、
現

在
言
〓
を
謳
歌
し
て
い
る
若
者
よ
り
も

ず
―
と
深
く
味
わ

っ
て
い
る
と
思

つ
て

い
る
。
静
同
を
離
れ
て
い
ま
や
四
半
世
紀
に

も
た
り
、
す

っ
か
り
母
校
に
は
ご
無
沙

汰
し
て
せ
る
が
、
同
級

・
同
窓
の
皆
さ

ん
の
動
向
は
矢
張
り
気
に
か
か
る
の
か

会
報
は
本
当
に
楽
し
み
で
あ
る
。
そ
し

て
そ
の
思
い
は
年
を
重
ね
る
に
つ
れ
強

く
な
る
よ
う
で
あ
る
。

静
■
時
代
は
成
に
平
几
な
生
徒
に
す

ぎ
ず
、
同
期
の
人
で
も
記
憶
に
戎
ら
な

い
方
も
多
い
と
は
思
う
が
五
十
五
期
の

中
の
一
人
が
外
房
で
野
業
を
４
り
、
気

ま
ま
な
旅
を
時
折
楽
し
み
な
が
ら
生
き

て
い
る
こ
と
を
知

っ
て
い
た
だ
け
れ
ば

辛
甚
で
あ
る
。
　

　

　

（吉
野
悟
郎
）

×
　
　
　
　
　
　
　
×

昭
和
五
十
八
年

一
月
以
来
二
年
十
か
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月
ぶ
り
に
静
中
五
＋
五
瑯
会
が
、
い
つ

も
の
よ
う
に
山
本
社
司
君
の
お
世
話
で

昭
和
六
十
年
十

一
月
二
十
日
、
静
阿
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
ホ
テ
ル
に
お
い
て
闘
催
さ

れ
た
。
出
席
著
五
十

一
名
。
う
ち
、
開

東
同
窓
会
か
ら
の
出
席
者
は
次
の
十
名

で
あ

っ
た
．

法
月
■
一“
、
驚
某
共
策
、
山
下
武
男
、

辻
　
　
弘
、
戸
塚
工
五
、
山
本
　
武
、

中
日
千
末
、
■
レ
善
雌
、
武
オ
富
夫
、

相
川
富
士
雌
　
　
　
（押
川
富
士
雄
）

昨
年
十

一
月
七
日

こ
の
日
は
凸
版
サ
ロ
ン
で
行
な
っ
た

が
、
私
の
不
手
際
で
参
会
者
は
五
名
で

あ

っ
た
。
し
か
し
雑
談
に
花
を
咲
か
せ

私
の
夜
長
を
楽
し
ん
だ
。

本
年
二
月
七
日

今
回
も
凸
版
サ
ロ
ン
で
行
な
う
。
十

余
名
の
出
席
で
、
議
論
風
発
、
時
の
た

つ
の
も
７
し
忘
れ
、
身
辺
雑
事
、
健
康

状
況
な
ど
を
語
ろ
う
。

（影
島
利
郭
）

五
七
回

楽
し
い
集
ま
り

こ
の
一
年
に
ど
の
、
東
京
地
区
で
の

集
ま
り
を
記
す
こ
と
と
す
る
。

昨
年
入
月
七
日

前
々
回
の
こ
の
欄
で
書
い
た
こ
と
で

あ
る
が
．
二
月
、
入
月
、
十

一
月
の
各

七
日
に
会
合
を
持
ち
、
こ
の
う
ち
二
月

十

一
月
は
凸
版
印
刷
本
社
サ
ロ
ン
で
、

入
月
は
河
岸
を
変
え
て
行
な
う
こ
と
と

し
た
。
そ
の
手
始
め
と
い
う
こ
と
で
、
ご
紹

介
を
せ
た
だ
き
、
こ
の
日
は
、
日
電
有

楽
町
駅
前
、
有
楽
町
ビ
ル
地
階
の

「，

津
美
」
で
開
催
し
た
。
場
所
は
便
利
、

店
よ
し
、
酒

・
料
理
よ
し
、
し
か
も
格

安
で
、
そ
さ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
歓
談

は
夜
お
そ
く
ま
で
尽
き
な
か
っ
た
。
参

会
の
画
々
十
八
名
、
こ
れ
は
東
京
地
区

メ
ン
パ
ー
の
四
割
に
近
い
数
で
あ
る
。

木
官
和
彦
君
を
勝
た
せ
よ
う

―
―
五
＋
九
期
の
運
ユ
ー
ー

静
岡
で
常
丼
（
卜
つ
＾
）学
日
と
い
え

ば
知
ら
ぬ
人
は
な
い
。
そ
の
学
国
の
経

営
者
で
あ
る
木
宮
和
彦
君
が
今
年
七
月

の
参
議
院
選
挙
に
静
同
地
方
区
で
立
候

補
す
る
決
意
を
回
あ
、
す
で
に
自
民
党

の
公
記
も
得
て
、
事
務
所
を
静
岡
市

・

浜
松
市
に
設
け
て
着
々
準
備
を
進
め
て

い
る
．
彼
と
れ
を
並
べ
た
静
中
工
＋
九
期
の

在
静
の
仲
間
は
、
堤
非
木
官
を
勝
た
せ

た
い
と
大
い
に
燃
え
て
い
る
．
ま
る
四

月
四
日
夜
、
紺
屋
町
の
喜
楽
で
木
官
を

四
ん
で
同
期
会
が
盛
大
に
開
か
れ
た
，

私
も
東
京
か
ら
駆
け
つ
け
た
．
こ
の
ロ

外
は
雨
で
賤
機
山
の
桜
も
例
年
よ
り
遅

く
ま
だ
三
分
咲
き
と
い
っ
た
と
こ
ろ
で

あ

っ
た
が
、
部
屋
の
中
は
熱
気
に
包
ま

れ
て
い
た
。
以
下
当
夜
の
模
様
を
簡
単

一
郷
研
」
の
思
い
出
な
ど

中
学
時
代
の
思
い
出
“
．
叶
●
経
過

て
十
ｔ
流
さ
れ
た
せ
い
も
あ

っ
て
か
、

仄
■
が
よ
け
て
き
ヽ
い
に
■
え
ま
す
．

真
■
の
と
こ
ろ
、
あ
の
ガ
タ
ビ
ン
し
た

五
九
回

に
報
告
す
る
と
―

思
師
載
訪
先
生
が
元
気
な
お
顔
を
見

せ
ら
れ
、
同
勢
四
十
七
る
。
原
　
肛
君

の
司
会
の
下
に
、
鈴
木
勇
雄
君
の
田
会

の
検
り
、
高
野
　
洋
君
の
世
話
人
代
表

扶
，
．
諏
訪
先
生
の
漱
励
の
お
言
葉
の

あ
と
．
本
●
■
本
人
か
ら
決
意
と
抱
負

が
述
べ
ら
れ
た
。
紘
い
て
原
君
か
ら
こ

れ
ま
で
の
後
援
活
動
の
経
過
報
告
が
あ

り
、
大
橋
啓

一
■
か
ら
今
後
の
具
体
的

を
動
計
画
に
つ
し
て
の
掟
朱
が
あ
り
、

万
場

一
致
で
了
承
さ
れ
た
。
さ
ら
に
河

瀬
●
二
君
、
松
永
貞

一
君
、
矢
島
菊
之

助
君
及
び
小
生
が
そ
れ
そ
れ
応
援
の
言

葉
を
述
べ
懇
親
会
に
移
っ
た
。
時
が
進

む
に
つ
れ
広
い
部
〓
の
中

一
杯
に
あ
ち

ら
こ
ち
ら
に
卓
座
が
出
来
、
久
間
を
取

す
る
者
あ
り
、
選
挙
情
勢
の
分
析
に
熱

を
入
れ
る
著
あ
っ
て
、
今
年
選
搭
を
迎

え
た
実
年
ど
も
の
メ
ー
ト
ル
も
否
応
な

く
上
が

っ
て
，

っ
た
こ
と
は
言
う
ま
で

も
な
い
。
森
　
夫
君
が
た
た
み

一
畳
程

の
大
き
な
色
紙
に
達
筆
で

「
必
勝
」
と

大
書
し
、
皆
ん
な
が
そ
の
脇
に
サ
イ
ン

し
た
．
今
度
改
選
に
な
る
参
院
の
二
議
席
は

自
民

一
、
社
会

一
で
あ
る
。
自
民
の
現

議
員
は
藤
口
　
栄
氏
て
彼
は
静
中
六
十

四
期
で
あ
る
。
そ
こ
べ
木
官
が
割
り
込

も
う
と
い
う
こ
と
で
あ
る
か
ら
、
情
勢

は
決
し
て
，
く
は
な
い
で
あ
ろ
う
。
自

民
は
二
十
八
年
選
挙
の
と
き
二
議
席
独

一

ヽ

ヽ

占
し
た
経
験
が
あ
る
の
で
、
夢
よ
も
う

一
度
と
し
う
と
こ
ろ
で
あ
る
。

木
官
君
は
ヽ
「
＾
学
同
と
い
う
大
き

な
勢
力
を
メ
ッ
ク
に
持

っ
て
せ
る
し
重

厚
な
う
ち
に
も
人
な
つ
こ
い
湿
か
さ
の

あ
る
人
間
で
あ
る
。
２１
世
紀
の
日
本
の

基
礎
を
築
く
教
育
に
つ
せ
て
情
熱
と
抱

資
を
持

っ
て
し
る
。
中
央
政
界
に
出
れ

ば
必
ず
や
立
派
な
仕
事
を
す
る
だ
け
の

力
を
秘
め
て
せ
る
と
思
う
。
名
門
静
中

は
、
そ
の
歴
史
の
割
り
に
は
政
界
で
活

躍
す
る
人
が
少
な
い
の
は
残

な

で
あ

る
．
立
て
．
〓
南
健
児
。
本
宮

・
藤
円

両
氏
に
は
是
が
非
で
も
勝

っ
て
貰
い
た

春
宵

一
刻
価
千
金
。
歓
は
尺
き
な
し

が
本
官
君
も
次
の
会
場

べ
移
ら
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
最
後
に
■
島

一
夫
君
、

志
田
昭
入
郎
君
、
森
君
等
の
音
頭
で
狡

歌
を
合
唱
し
、
木
官
和
彦
万
イ
を
と
な

え
て
円
会
し
た
。　
一
言
付
言
す
れ
ば
、

技
歌
の
二
番
以
下
を
歌
わ
な
い
こ
と
に

な

っ
て
せ
る
の
が
何
と
も
不
可
解
で
あ

っ
た
。
東
京
の
同
期
会
の
時
に
ち
ゃ
ん

と
歌

っ
て
い
る
の
に
。

（清
水
　
江
）

六
０
回

枝
舎
．
入
学
し
た
頃
土
足
で
す
い
た
廊

下
の
床
な
ど
、
さ
れ
い
だ
っ
た
は
ず
は

な
い
の
に
．
な
ん
と
な
く
温
い
静
か
な

情
景
と
し
て
想
い
出
さ
れ
て
く
る
の
で

す
。昭
和
十
五
年
か
ら
の
市
中
時
代
の
情

ｔ
出
は
印
象
ｒ
の
も
の
で
す
が
、
比
較

的
纏
ま
っ
て
記
憶
に
あ
る
の
は
郷
土
研

究
ク
ラ
ブ
で
の
生
活
て
し
た
。

入
学
し
た
年
の
夏
は
確
か
安
倍
奥
の

梅
ヶ
ル
か
ら
＋
枚
山
を
越
し
て
、
輿
津

川
沿
ｔ
を
南
下
し
て
の
キ
ー
ン
ブ
旅
行

が
あ
り
ま
し
た
。
十
枚
山
で
は
山
蛭
に

襲
撃
さ
れ
、
山
越
え
は
先
頭
を
行
く
に

肛
る
と
教
え
ら
れ
ま
し
た
。
帰
り
の
長

ｔ
興
津
川
沿
ｔ
の
道
で
は
、
夕
間
の
せ

ま
る
中
を
沼
餞
先
生
が
前
屁
み
で
黙
々

と
歩
い
て
お
ら
れ
た
姿
が
今
も
限
前
に

男
昴
と
し
て
参
り
ま
す
．
沼
館
発
生
が

亡
く
な
ら
れ
て
か
ら
、
御
郷
ュ
の
秋
日

て
早
生
の
城
郭
史
の
研
究
が
出
版
さ
れ

た
こ
と
を
新
間
の
計
着
欄
記
事
で
お
見

う
け
し
た
の
も
、
も
う
数
年
前
に
な
り

ま
す
。
古
武
■
の
風
格
が
あ
り
、
特
徴

あ
る
ア
ク
セ
ン
ト
で
授
業
を
さ
れ
た
先

生
も
、
時
々
答
え
ら
れ
な
０
生
徒
に
は

「離
い
で
顔
を
洸
っ
て
こ
い
！
」
と
怒

鳴
ら
れ
た
も
の
で
す
．

郷
研
の
部
室
に
は
、
何
拠
か
ら
■

っ

て
き
た
も
の
か
五
一輸
若
や
上
器
や
武
具

な
ど
が

一
杯
あ
り
ま
し
た
。
中
に
は
日

本
最
古
の
印
刷
物
の
陀
羅
元
経
を
入
れ

会    報

・」



(6)
△
アヽ 報

た
百
万
塔
も
あ
り
ま
し
た
が
本
物
だ
。

た
の
で
し
■
う
か
。
そ
の
ほ
か
、
明
治

中
頃
の
前
■
受
験
生
の
入
試
答
案
も
あ

っ
て
、
解
答
が
総
て
央
文
で
省
か
れ
て

い
た
こ
と
を
億
え
て
い
ま
す
。

部
誌

「郷
の
か
お
り
」
は
知
名
度
の

高
い
雑
計
で
し
た
。
最
近
静
岡
に
出
向

い
た
際
、
駅
前
の
松
尾
書
店
で
兄
か
け

ま
し
た
が
大
変
使
し
く
思
い
ま
し
た
。

忘
れ
も
し
ま
せ
ん
、
あ
れ
は
二
年
生

の
初
あ
頃
で
は
な
か
っ
た
て
し
ょ
う
か

私
の
ク
ラ
ム
の
ま
室
は
、
■
い
本
校
舎

の
剣
道
場
に
通
じ
る
北
側
の
一
番
東
は

ず
れ
に
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
日
の
朝
、

駅
”
か
ら
通
学
し
て
く
る
友
人
が

「
三

菱
の
飛
行
機
工
場
の
西
側
に
住
友
の
エ

場
を
建
て
る
た
め
の
整
地
を
し
て
い
て

上
中
か
ら
せ
跡
ら
し
い
も
の
が
見
付
か

っ
た
、
堀

っ
た
普
の
壁
面
に
は
木
器
や

焼
け
た
辰
化
物
ら
し
ヽ
も
の
が
包
合
さ

れ
た
層
が
霊
出
し
て
い
る
」
と
話
し
て

い
ま
し
た
。
私
等
（上
杉
や
ヽ
上
差
）
は

そ
の
日
放
認
後
、
キ
業
上
の
丼
上
薫
さ

ん
に
連
絡
を
と

っ
て
現
場
に
か
け
つ
け

ま
し
た
。
杉
の
巨
木
の
根
の
部
分
が
粘

■
層
の
上
に
荒
々
し
く
突
立
ち
、
暗
葉

の
い
た
る
と
こ
ろ
に
よ
化
し
た
灰
帰
一ら

し
き
も
の
と
肇
粒
が
換
在
し
、
●
種
の

木
器
、
下
駄
、農
具
が
顔
を
の
そ
か
せ
、

ま
た
表
面
粘
土
■
に
は
洸
い
出
さ
れ
て

猪
の
牙
な
ど
が
散
乱
し
て
い
ま
し
た
。

こ
れ
が
登
呂
遺
跡
の
最
初
の
姿
で
し

た
．さ
し
ず
め
、
我
々
郷
土
研
究
ク
ラ
ブ

員
が
登
員
の
発
見
者
と
言
っ
て
も
よ
い

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
然
し
悲
し

い
こ
と
に
中
学
生
の
力
で
は
遣
物
を
矢

め
る
位
が
関
の
――‐
で
、
世
界
的
発
兄
の

チ
ャ
ン
ス
は
そ
の
後
の
人
達
に
も
っ
て

い
か
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

最
初
の
日
、
私
は
木
で
で
き
た
万
能

鍬
を
孤
り
出
し
ま
し
た
が
、
途
中
で

一

部
を
欠
い
て
し
ま
っ
て
、
こ
れ
は
後
で

非
上
さ
ん
が
葵
文
薫
の
ほ
う
に
、
当
時

の
収
葉
品
を
ひ
と
纏
あ

に
し
た
際
波
さ

れ
た
の
で
す
が
、
私
は
三
十
年
後
偶
然

の
機
会
に
東
博
で
こ
の
レ
プ
リ
カ
と
再

会
す
る
こ
と
が
で
き
大
変
驚
し
た
こ
と

を
億
え
て
し
ま
す
。

こ
う
し
た
静
中
時
ヽ
の
思
い
出
は
郷

研
を
離
れ
た
も
の
で
は
枢
く
断
片
約
で

し
か
あ
り
ま
せ
ん
が
、
最
後
に

一
つ
だ

け
忘
れ
ら
れ
な
い
こ
と
を
書
い
て
お
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

昭
和
十
六
年
＋
二
月
八
日
、
日
本
は

ア
メ
リ
カ
と
戦
争
状
態
に
入
れ
，
と
い

う
瓢
の
一
一
―
ス
が
私
等
を
入
を
に
陥

し
入
れ
た
。
そ
の
日
の
朝
礼
か
ら
帰

っ

た

一
時
間
日
の
授
業
は
松
永
先
生
の
国

語
で
あ

っ
た
と
記
憶
し
て
い
ま
す
。

「私
が
最
近
読
み
ま
し
た
ロ
ン
ド
ン
タ

イ
ム
ス
の
記
事
に
は
、
日
本
が
ア
メ
リ

カ
と
戦
え
ば
ど
う
し
て
も
敗
け
る
こ
と

に
な
る
だ
ろ
う
と
書
か
れ
て
い
ま
し
た

‥
・‥
ｒ』
変
体
仮
名
で
板
書
さ
れ
る
松
永
先
生

が
、
開
戦
の
そ
の
日
こ
う
話
さ
れ
た
こ

と
を
、
そ
の
時
の
先
生
の
お
声
と
、
教

室
の
張
り
つ
あ
た
空
気
と
と
も
に
、
今

で
も
直
に
感
す
る
よ
う
に
思
い
出
し
ま

す
。
着
中
の
先
生
達
は
、
静
か
な
方
々

の
中
に
は
れ
た
波
し
い
何
か
が
あ

っ
た

よ
う
で
す
。
　
　

　

　

（逸
見
昭
三
）

至
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
、
先
す
駅
に
降

り
た
０
て
、
駅
及
び
駅
前
の
変
り
よ
う

に
驚
き
ま
し
た
。
今
は
西
千
代
口
に
，

き
次
兄
を
訪
ね
、
二
人
で
学
校
か
ら
会

場
ま
で
昔
の
週
学
の
道
を
歩
き
ま
し
た

が
、
何
か
ら
何
ま
で
変

っ
て
し
〓
い
ま

し
た
。
往
事
亡
々
、
故
人
と
な
っ
た
長

兄
を
入
れ
て
兄
二
人
が
首
中
、
と
も
に

故
人
と
な
っ
た
姉
二
人
が
県
立
女
学
校

と
、
照
和

一
布
か
ら
終
戦
の
年
ま
で
、

島
田
の
街
か
ら
汽
車
で
私
達
兄
姉
弟
は

此
の
道
を
歩
い
た
わ
け
で
す

も^

っ
と

も
姉
達
は
ｔ
ｔ
ま
す
メ
）
。
八
、
堀
の

姿
と
、
■
●
の
グ
ラ
ン
ド
で
小
耳
に
は

さ
ん
だ
野
球
航
習
を
見
守
る
フ
ァ
ン
の

″
今
年
は
良
い
ら

（
コ
ト
シ
ャ
ー
、　
エ

ー
ラ
〉
″
と
い
う
お
く
に
言
葉
だ
け
は

青
の
ま
ま
で
し
た
。

定
刻
に
始
ま
っ
た
会
場
の
今
年
の
ゲ

ス
ト
は
英
語
の
証
訪
ガ
マ
先
生
で
私
達

直
接
教
え
を
う
け
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

次
兄
の
ユ
任
、
そ
の
御
人
柄
は
長
く
間

が
さ
れ
た
も
の
で
す
。
恒
例
の
乾
杯
の

音
頭
は
初
参
加

の
西

田

君

（
イ
ビ
ツ

ニ
世
）
が
遅
刻
し
た
為
十
年
ぶ
う
の
私

が
代
役
と
云
う

＾
ブ

一
ン
グ
の
後
、
■

輩
の
木
官
さ
ん
の
よ
り
が
あ
り
、
望
月

ヶ
ツ
君
の
リ
ー
ド
で
先
輩
の
当
選
を
祈

る

一
駒
が
あ
り
、
チ
ョ
ッ
ピ
リ
御
時
勢

を
感
じ
ら
れ
た
も
の
の
、
た
ち
ま
ち
、

あ
ち
ら
こ
う
ら
に
群
が
出
来
て
四
十
年

の
タ
イ
ム
ト
ン
ネ
ル
を
抜
け
て
の
世
界

で
す
。
ス
、
出
席
の
メ
ン
ス
ー
は
ヽ
や

固
定
し
グ
ル
ー
プ
も
そ
れ
な
り
に
よ
っ

て
い
る
よ
う
で
し
た
。

私
達
西
汽
車
通
の
面
々
も
焼
津
迄
の

人
は
殆
ん
ど
揃

っ
て
い
ま
す
が
、
島
口

か
ら
の
五
人
の
仲
間
が
私

一
人
と
は
淋

し
い
か
ざ
，
で
し
た
。
私
の
両
側
は
非

出
君
、
大
石

（次
）
君
で
と
も
に
陸
士

・
学
飛
と
軍
の
学
校
に
進
み
、
そ
の
人

“
は
少
年
時
か
ら
剛
設
〓
厚
で
今
も
、

い
さ
さ
か
も
そ
の
資
質
の
失
わ
れ
て
い

な
い
事
に
深
い
感
銘
を
う
け
ま
し
た
。

そ
れ
に
つ
け
て
も
若
く
し
て
戦
死
し
た

同
じ
西
汽
車
通
の
新
村
君
、
又
、
志
半

ぼ
で
逝
っ
た
小
佐
野
着
、
安
藤
君
等
０

無
念
さ
が
思
わ
れ
て
な
り
ま
せ
ん
で
し

た
。
思
い
が
け
な
い
人
が
人
物
の
大
小

と
か
か
わ
り
な
く
結
輩
、
現
世
で

一
応

成
功
さ
れ
て
い
る
姿
も
あ
り
ま
し
た
。

安
半
は
で
後
髪
を
引
か
れ
る
思
い
で

一
人
層
京
し
ま
し
た
が
十
年
前
の
帰
り

に
黒
川
君
、
中
尾
君
と

一
緒
で
し
た
の

に
今
回
は
両
君
欠
席
、
総
し
て
東
京
勢

五
＋
数
名
も
い
る
の
に
出
席
が
少
い
よ

う
で
し
た
。
来
年
は
熱
掟
で
開
催
と
か

ふ
る
っ
て
参
加
し
ま
し
ょ
う
。

Ａ
後
記
Ｖ
写
真
が
送
ら
れ
て
来
苦
し
た

ら
滸
中
が
西
■
と
記
入
さ
れ
て
い
ま
し

た
。
ど
こ
の
写
真
屋
で
し
ょ
う
？

（浅
野
撤
治
）

六

一
回

十
年
ぶ
り
の
参
加

去
る
四
月
十
二
日
、
静
岡
シ
テ
ィ
オ

で
開
か
れ
た
市
中
六
十

一
班
同
期
会
に

出
π
し
ま
し
た
の
で
報
告
致
し
ま
す
。

実
●
同
期
関
東
会
の
世
話
を
中
尾
君

に
引
紘
い
て
兄
て
呉
れ
て
せ
る
安
原
君

か
ら

一
絡
に
行
か
な
い
か
と
話
ら
れ
た

数
日
後
、
銀
座
セ
ン
ト
ラ
ル
画
廊
に
栞

氏
の
個
展
に
出
か
け
た
折
、
偶
え
同
期

の
意
崎
画
伯
に
会
い
久
日
を
取
し
た
際

証
彼
の
話
も
日
、
懐
旧
の
念
も
だ
し
難

く
十
年
ぶ
り
に
参
加
し
た
次
第
で
す
。

手
計
に
三
枚
の
記
念
写
真

が

あ

り

ま

す
。
昭
和
四
十
年
台
が
二
枚
、
今

一
枚

は
求
友
亭
で
開
か
れ
た
五
十

二
年
の
も

の
で
す
。
●
何
人
か
は
帰
ら
ぬ
人
と
な

っ
て
い
ま
す
。
二
十
二
年
か
ら
昨
夏
ま

で
大
阪
勤
″
て
月
二
回
平
均
と
し
て
東

京

・
大
阪
間
を
●
八
十
回
程
往
復
し
た

わ
け
で
す
か
ら
、
た
ま
に
は
途
中
下
草

し
た
０
と
思
い
な
が
ら
遂
々
今
日
ｔ
に

ヽ _

ヽ_
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望
が
語
ら
れ
る
場
面
で
あ
る
。

「歌
丼

伎
て
き
ち
ん
と
き
め
ら
れ
て
い
る
こ
と

を
勝
手
に
変
え
て
も
ら
っ
て
は
因
る
、

古
い
も
の
は
古
い
も
の
と
し
て
守

っ
て

ほ
し
い
」

（山
川
氏
”
説
）
と
い
う
芸

術
的
信
念
か
ら
、
一バ
之
助
と
玉
二
郎
の

去
風
に
加
え
ら
れ
る
論
評
メ
し
つ
に
興

味
深
か
っ
た
パ
岩
波
書
店
Ａ
新
書
判
Ｖ

・
四
入
０
円
）
　

　

　

〈梶
原
●
三
）

奇
異
な
時
代

一
九
〇
０
年

一
月
二
日
と
三
日
．
報

知
新
同
の
三
員
に
．　
″
二
十
世
紀
の
予

言
″
な
る
記
事
が
連
載
さ
れ
た
。
十
九

世
紀
の
進
歩
は
形
而
下
で
は

「蒸
気
カ

時
代
」

「電
気
力
時
代
」
と
い
わ
れ
、

形
而
■
で
は

「人
造
時
代
」

「
婦
人
時

代
」
と
名
付
け
ら
れ
る
嗅
る
驚
く
べ
き

も
の
が
あ

っ
た
と
の
認
識
に
立
っ
て
、

次
世
紀
の
物
質
上
の
進
歩
に
つ
ｔ
て
想

像
を
回
ら
し
た
も
の
で
あ
る
。

こ
の
記
事
を
、
小
生
の
勤
務
す
る
Ｎ

Ｔ
Ｔ
電
気
通
膏
研
究
所
の
よ
人
が

一
昨

年
た
ま
た
ま
国
会
図
書
館

で
見

つ
け

て
、
故
え
て
く
れ
た
。
そ
の
文
章
も
両

白
く
文
明
開
化
を
日
捐
し
て
い
た
当
時

の
様
子
が
瞼
に
浮
ぶ
感
し
が
す
る
と
同

時
に
大
胆
な
予
測
が
八
十
六
■
を
経
た

今
、
よ
く
適
●
し
て
い
る
の
に
感
心
す

る
．小
生
は
Ｌ
Ｓ
Ｉ
開
発
の
研
究
に
携
わ

っ
て
お
り
、
研
究
計
画
を
立
て
る
た
め

に
技
征
進
歩
の
将
来
予
測
を
す
る
こ
と

を
要
求
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
が
．
十
年

先
を
見
通
す
こ
と
も
困
難
で
、
力
の
な

さ
を
歎
・い
て
い
る
。
そ
れ
だ
け
に
、
こ

の
新
聞
記
事
の
予
測
と
そ
の
結
丼
の
小

気
味
よ
さ
を
印
，
つ
け
ら
れ
た
。
当
ら

す
と
云
え
ど
も
遠
か
ら
ず
と
云
っ
た
も

の
が
多
い
。
そ
の
中
か
ら
い
く
つ
か
を

紹
介
す
る
．

（
一
）
無
線
電
信
電
話
‥
‥
マ
ル
コ
一

―
氏
発
明
の
無
線
電
信
は

一
月
進
歩
し

て
只
だ
に
電
信
の
み
な
ら
ず
無
掟
電
研

は
世
界
諸
国
に
連
続
し
て
東
京
に
あ
る

も
の
が
倫
敦
紅
育
に
あ
る
友
人
と
自
由

に
対
話
す
る
こ
と
を
得
べ
し

（
二
）
空
中
草
艦
空
中
大
砲
…
…
，
■

ッ
ベ
リ
ン
式
の
空
中
船
は
大
い
に
発
達

し
て
空
中
に
軍
艦
浮
び
…
…
空
中
に
大

砲
浮
ぶ
奇
観
を
望
す
る
に
至
ら
ん

（
三
）
〓
寒
知
ら
ず
…
…
新
機
械
発
明

せ
ら
れ
暑
冬
を
調
和
す
る
為
に
迪
宜
の

空
気
を
送
り
だ
す
こ
と
を
得
べ
し

＾
四
）
植
物
と
電
気
‥
‥
電
気
力
を
以

っ
て
野
菜
を
成
長
す
る
こ
と

を

得

ベ

く
、
両
し
て
そ
ら
豆
は
橙
大
と
な
り
菊

上
ガ
苦
薇
は
緑
黒
等
の
花
を
開
く
も
の

も
あ
る
べ
く
北
冬
帯
の
グ
ツ
ー
ン
ラ
ン

ド
に
熱
■
の
■
物
生
長
す
る
に
至
ら
ん

（
五
）
人
声
十
里
に
達
す
…
…
伝
声
器

の
改
良
あ
つ
て
十
里
の
遠
き
を
隔
て
た

る
男
女
互
に
鮨
々
た
る
情
話
を
な
す
こ

と
を
得
べ
し

（
六
）
写
真
電
話
…
…
電
話
日
に
は
対

話
者
の
肖
像
現
出
す
る
の
装
置
あ
る
べ

し（七
）
よ
道
の
速
力
‥
‥
十
九
世
紀
末

に
発
”
せ
ら
れ
し
茉
巻
煙
草
型
の
機
関

車
は
大
成
せ
ら
れ
列
事
に
小
家
大
に
て

あ
ら
ゆ
る
便
利
を
備
え
‥
‥
単
に
冬
期

室
内
を
暖
き
る
の
み
な
ら
す
〓
中
に
は

こ
れ
に
冷
気
を
催
す
の
装
置
あ
る
べ
く

両
し
て
速
力
は
…
…
東
京
神
戸
間
は
二

時
間
半
を
要
し
‥
‥
ま
た
動
力
は
勿
論

石
炭
を
使
加
せ
ざ
ろ
を
以
て
煤
煙
の
汚

染
な
く
ま
た
給
水
の
為
に
停
車
す
る
こ

と
無
か
る
べ
し

（八
）
自
動
卜
の
世
‥
‥
馬
車
は
廃
せ

ら
れ
た
に
ヽ
〓
る
に
自
動
車
は
藤
価
に

貼
う
こ
と
を
得
べ
く
ま
た
軍
月
に
も
自

●
草
及
び
自
動
車
を
以
て
馬
に
代
ふ
る

こ
と
と
な
る
べ
し
従
ち
て
馬
な
る
も
の

は
■
か
に
好
奇
者
に
よ
り
飼
着
せ
ら
れ

る
に
至
る
べ
し

（九
）
人
の
身
体
…
…
運
動
及
び
手
術

の
効
に
よ
り
人
の
身
体
は
六
尺
以
上
に

達
すこ
の
他
に
予
想
の
道
中
率
は
別
に
し

て
興
米
あ
る
も
の
の
い
く
つ
か
を
追
加

記
載
し
て
み
る
。

（十
）
医
術
の
進
歩
‥
‥
笑
剤
の
飲
月

は
■
み
電
気
針
を
，
て
■
痛
な
く
局
部

に
薬
液
を
注
射
し
ま
た
顕
微
嘘
と

エ
ッ

キ
ス
線
の
発
達
に
よ
り
病
源
を
摘
発
し

て
之
に
応
急
の
治
療
を
施
す
事
自
由
に

な
る
べ
し
…
…
後
に
は
肺
結
核
の
如
き

も
肺
臓
を
劇
出
し
て
腐
敗
を
防
ぎ
バ
チ

ル
ス
を
投
す
こ
と
を
得
べ
し

（十

一
）
人
と
獣
と
の
会
話
自
在
…
…

獣
語
の
研
究
進
歩
し
て
小
学
校
に
獣
語

科
あ
り
人
と
大
満
猿
と
に
自
由
に
対
話

す
る
こ
と
を
得
る
に
至
る

十^
二
）
暴
風
を
防
ぐ
…
…
気
象
上
の

観
測
術
進
歩
し
て
天
災
の
来
た
ら
ん
と

す
る
こ
と
は

一
ケ
月
前
に
予
測
す
る
こ

と
を
得
べ
く
天
災
中
の
最
も
恐
る
べ
き

暴
風
起
ら
ん
と
す
れ
ば
大
砲
を
空
中
に

波
ち
て
変
し
て
雨
と
な
す
を
得
べ
し
…

…
ま
た
地
震
の
動
Ｉ
は
免
れ
ざ
る
も
家

屋
道
路
の
建
築
は
能
く
共
害
を
免
る
る

に
適
当
な
る
べ
し

こ
の
新
日
記
事
は
最
後
に

「と
に
角

二
十
世
紀
は
奇
臭
の
時
代
な
る
べ
し
」

と
結
ん
で
い
る
。
こ
の
記
事
の
筆
者
が

今
日
を
観
た
ら
ど
う
感
す
る
で
あ
ろ
う

か
。
未
来
に
＝
い
た
夢
が
多
く
は
実
現

す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
感
す
る
と
と

も
に
、
予
想
を
越
え
た
世
の
中
の
進
展

に
も
驚
く
こ
と
で
あ
ろ
う
。
さ
て
我
々

は
二
十

一
世
紀
に
対
し
て
ど
ん
な
夢
を

描
く
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
か
。
い

ず
れ
に
し
て
も
、
そ
れ
は
工
に

「奇
異

の
時
代
」
で
あ
ろ
う
。

（向
非
久
和
）

六
八
回

「
マ
ス
タ
ー
ズ
」
観
戦
記

ゴ
ル
フ
人
日
は
着
央
に
増
加
の

一
途

を
た
ど
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。
当
同
窓

会    報

六
七
回

山
川
静
夫
氏

げ^
）
の
芸
談

「岩
波
新
書
」
に
登
場

Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
と
し
て
有

名
な
山
川
静
夫
氏
が
、
軟
舞
伎
の
名
極

市
川
歌
右
衛
円
と
の
共
著
で
、　
一歌
右

衛
円
の
六
十
年
」
と
麺
し
た
著
書
を
岩

波
書
店
よ
り
出
版
し
ま
し
た
。
朝
日
新

間
の
読
書
欄

（
二
月
十
七
日
朝
刊
）
に

左
記
の
よ
う
に
賞
讀
さ
れ
て
お
り
ま
し

た
の
で
、
ご
紹
介
し
ま
す
。

「魅
力
的
な
芸
談
引
き
出
す
」

六
代
自
中
村
歌
右
衛
門
と
い
え
は
、

今
日
ま
ず
だ
れ
も
知
ら
ぬ
者
は
い
な
い

当
へ
随

一
の
立
女
形
ｆ
あ
る
。
そ
の
歌

右
衛
円
文
が
、
昭
和
入
年
に
六
世
福
助

を
要
名
し
て
こ
の
か
た
、
昭
和
歌
舞
伎

と
と
も
に
歩
ん
で
き
た
そ
の
半
生
ほ
ぼ

六
十
年
を
語
る
。
則
き
手
は
、
つ
と
に

歌
舞
伎
通
を
も

っ
て
知
ら
れ
る
Ｎ
Ｅ
Ｋ

の
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
、
山
川
静
夫
氏
で
あ

る
．
相
手
役
と
し
て
う

っ
て
つ
け
だ
ろ

う
。
事
実
、
氏
は
間
に
解
説
の
文
章
を

級
う
こ
み
な
が
ら
、
た
く
み
に
文
か
ら

話
を
引
き
出
し
て
ゆ
く
。
歌
舞
伎
フ
ァ

ン
だ
っ
た
ら
新
害

一
■
の
分
量
で
は
も

の
た
り
な
く
感
じ
る
く
ら
い
、
対
話
の

―
ビ
ッ
ク
は
班
一富
で
あ
る
。

―

中
唯

―
―

こ
の
対
話
は
最
後
の
く
だ
り
で
急
に

ひ
き
し
ま
る
。
■
手
役
者
に
対
す
る
要
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会
の
メ
ン
メ
ー
の
中
に
も
．
好
き
な
方

が
か
な
り
い
ら
っ
し
ゃ
る
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。
か
く
申
す
私
も
そ
の
一

人
で
あ
る
わ
け
で
す
が
、
こ
の
四
月
、

幸
運
に
も
マ
ス
タ
ー
ズ
観
戦
の
機
会
に

意
ま
れ
．
あ
の

″
市
エ
ニ
ク
ラ
ス
大
逆

一驚
優
勝
″
の
、
族
に
か
０
た
よ
う
な
シ

ー
ン
を
見
て
ま
い
う
ま
し
た
。

決
勝
ラ
ウ
ン
ド
の
最
初
の
日

（第
二

ロ
ロ
）
は
、
中
島
や
ト
レ
ビ
ノ
、
ヒ
ユ

ー
メ
ー
ト

・
グ
ツ
ー
ン
な
ど
の
選
手
に

つ
い
て
、
オ
ー
ガ
ス
タ
の
十
八
ホ
ー
ル

を
全
部
歩
き
道
し
ま
し
た
。
最
終
日
は

“
番
池
越
え
の
名
物
シ
ョ
ー
ト
ホ
ー
ル

の
′
ツ
ー
ン
わ
き
に
、
デ
ン
と
腰
を
据

え
て
観
戦
し
ま
し
た
。　
一
ク
ラ
ス
は
１５

番
の
ロ
ン
グ
で
イ
ー
グ
ル
、
そ
し
て
“

番
で
ビ
ン
そ
ぼ
１
メ
ー
ー
ル
の
絶
好
な

シ
ョ
ッ
ー
を
見
せ
て
く
れ
ま
し
た
。
も

ち
ろ
ん
バ
ー
デ
ィ
ー
で
、
こ
こ
で
優
勝

に
王
手
を
か
け
た
わ
け
で
す
。

思
い
も
か
け
な
い
、
ま
さ
に
思
い
も

か
け
な
０
屁
Ｈ
に
大
ギ
ャ
ラ
ツ
ー
の
熱

工
Ｆ
り
は
す
さ
ま
し
い
も
の
で
し
た
。

そ
の
熟
ェ
の
渦
の
中
で
、
私
も
久
ｔ
ぶ

り
に
輿
奮
と
感
動
を
米
わ
い
ま
し
た
。

こ
の
マ
ス
タ
ー
ズ
で
す
が
、
入
場
券

の
大
手
が
想
像
し
て
い
た
以
上
に
極
め

て
困
難
で
あ
る
こ
と
を
■
地

べ
●

つ
て

か
ら
知
，
ま
し
た
。
在
米
十
年
を
赳
す

日
本
高
社
員
で
す
が
、
大
切
な
取
引
先

の
人
に
菫
一ま
れ
て
、
こ
れ
ま
で
毎
年
の

そ
れ
か
ら
、
こ
れ
ま
で
テ
レ
ビ
で
何

回
も
観
戦
し
て
い
な
が
ら
全
く
気
が
つ

か
ず
、
今
回
、
実
際
に
会
場
に
来
て
み

て
初
め
て

「あ
れ
」
と
気
が
つ
い
て
不

思
議
に
思

っ
た
こ
と
が

一
つ
。
そ
れ
は

教
万
人
の
ギ
ャ
ラ
ツ
ー
に
黒
人
が

一
人

も
い
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
、
オ
ー
ガ

ス
タ
の
あ
る
南
部
は
、
南
北
戦
争
以
来

黒
人
差
別
は
余
り
意
識
し
な
い
と
こ
ろ

で
あ
る
の
で
す
が
、
ど
ぅ
い
う
わ
け
で

し
ょ
う
。
こ
の
理
由
は
間
き
あ
が
し
ま

し
た
が
、
こ
れ
も

″
特
別
″
な
る
が
政

で
し
ょ
う
か
。

さ
て
、
貴
言
な
チ
ャ
ン
ス
を
得
て
、

さ
ら
に
欲
を
出
し
、
こ
の
マ
ス
タ
ー
ズ

会
場
で
ゴ
ル
フ
を
や
っ
て
く
る
つ
も
り

た
０
た
の
で
す
が
、
と
ん
で
も
な
い
こ

と
で
し
た
。　
マ
ス
タ
ー
ズ
後
は
九
月
ま

で
ク
ロ
ー
ズ
し
て
手
入
れ
を
す
る
と
い

う
の
で
す
。
ま
る
で
マ
ス
タ
ー
ズ
の
た

め
に
だ
け
存
在
す
る
ゴ
ル
フ
場
の
よ
う

な
も
の
で
、
ま
た
ま
た
す
ご
い
と
思
い

ま
し
た
。

で
、
任
方
な
く
ラ
ス
ペ
ガ
ス
で
や
っ

て
き
ま
し
た
。
脳
裏
に
は
マ
ス
タ
ー
ズ

の
、
そ
し
て
ニ
ク
ラ
ス
の
ナ
イ
ス
シ
ョ

ッ
ー
が
，
明
に
風
き
つ
い
て
い
ま
す
。

ゴ
ル
フ
は
イ
メ
ー
ジ
が
大
切
だ
と
言
い

ま
す
。
で
ぁ
れ
ば
、
好
ス
コ
ア
ー
が
出

る
は
ず
で
し
た
。

帰
目
後
、
い
ま
た
に
ス
ラ
ン
プ
で
焦

り
に
焦

っ
て
い
ま
す
。

◇
　
　
　
　
０

申
し
遅
れ
ま
し
た
。
工
、
こ
の
二
月

に
転
動
で
東
京
に
来
ま
し
た

（静
岡
新

聞

・
章
岡
よ
送
東
京
支
社
長
で
す
）
。

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
さ

つ
そ
く

原
稿
を
依
頼
さ
れ
、
お
引
き
受
け
し
た

時
点
で
は
、
静
高
―
静
商
の
，
■
定
期

戦
の
観
戦
記
で
も
書
こ
う
か
な
、
と
漠

然
と
考
え
ま
し
た
。
と
言
い
ま
す
の
も

私
は
野
求
部
Ｏ
Ｂ
会
長
の
宗
野
徳
大
郎

氏
と
同
期
で
、
同
じ
Ｏ
Ｂ
の
会
員
で
も

あ
る
か
ら
で
す
。
と
こ
ろ
が
、
あ
い
に

く
、
五
月
二
日
の
定
期
戦
が
雨
で
十
八

日
に
延
期
と
な
り
、
は
た
と
困
り
ま
し

た
。
そ
し
て
急
き
ょ
、
話
題
を

マ
ス
タ

ー
ズ
に
変
更
し
た
よ
う
な
お
け
で
す
。

で
す
か
ら
ゴ
ル
フ
好
き
の
皆
様
を
う
ら

や
ま
が
ら
せ
て
や
ろ
う
な
ど
と
い
う
魂

胆
は
も
と
よ
り
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

し
か
し
、
こ
う
し
て
書
き
終
わ

っ
て
み

れ
ば
．　
一
人
で
も
多
く
の
人
に
，
ス
タ

ー
ズ
を
見
て
来
た
話
を
し
た
い
気
持
が

あ
つ
た
こ
と
は
否
定
で
き
な
い
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。
で
結
果
的
に
、
多
少
、
白

慢
め
い
た
原
稿
に
な
っ
た
か
な
と
気
が

ひ
け
て
い
ま
す
。
ご
ひ
、
そ
う
訪
み
取

ら
な
い
よ
う
に
し
て
い
た
だ
き
た
い
と

思
い
ま
す
。
最
後
に
ひ
と
こ
と
。
で
す

が

マ
ス
タ
ー
ズ
は
本
当
に
素
晴
ら
し
か

っ
た
。
　
　
　
　
　
　
〈川
西
脩
司
）

▽
５
月
■
日
の
定
期
戦
に
つ
い
て
は
、

Ｐ
ｌＯ
の

「静
同
だ
よ
う
」
に
掲
載
．

言
怒
哀
楽
を
共
有
す
る

・

素
晴
し
き
か
な
同
期
会

昨
年
＋
二
月
初
旬
、
議
高
七
三
期
関

東
同
期
会
が
、
東
京

・
日
本
橋
の
箱
崎

ツ
テ
ィ
ー
エ
ア
ー
ク
ー
ヽヽ
ナ
ル
で
開
催

さ
れ
た
。
出
席
総
勢
三
０
人
余
り
、
久

方
ぶ
り
に
女
性
三
名
の
参
加
を
行
て
、

近
年
に
な
い
賑
や
か
な
会
で
あ

っ
た
。

今
回
は
、
山
下
，
三
君
と
不
肖
、
私

小
野
口
が
幹
事
を
務
め
さ
せ
て
戴
一い
た

が
希
に
見
る
よ
う
な
盛
会
と
な
っ
た
。

今
回
の
同
期
会
は
、
こ
れ
ま
で
幹
事
と

名
が
付
く
も
の
は

，
反
も
や
っ
た
こ
と

の
な
い
私
に
呆
れ
つ
つ
薔
闘
し
て
戴

、ヽ

た
山
下
君
、
女
性
軍
を
口
説
き
落
と
し

て
節
■
花
を
派
え
て
戴
い
た
代
表
■
事

の
中
西
工

一
君
、
そ
し
て
、
枚
歌
等
撰

か
し
ヽ
歌
の
楽
譜
を
送
付
戴
く
な
ど
、

万
事
に
於
し
て
気
を
使

っ
て
戴
せ
た
計

高
同
窓
会
事
務
局
の
長
野
純
明
氏

（
∞

期
）
ら
の
ご
尽
力
、
そ
し
て
出
席
各
位

の
ご
協
力
の
賜
物
で
あ
る
こ
と
を
、
ま

す
こ
こ
に
ご
報
告
し
、
感
謝
の
意
を
表

し
て
お
き
た
い
。

い
ま
、
楽
し
く
息
い
出
さ
れ
る
こ
の

同
期
会
は
、
何
を
措
い
て
も
、
廟
席
賜

わ
っ
た
二
人
の
女
性
抜
き
に
は
語
れ
た

０
だ
ろ
う
。現
在
、文
部
省
の
課
長
で
あ

る
遠
山
敦
子
さ
ん
（
旧
姓

・
小
沢
）、
わ

ざ
わ
ざ
浜
松
市
か
ら
駈
け
参
し
て
戴
い

ヽ _

ヽ_

七
〓
回

(8)

よ
う
に
入
場
券
を
求
め
て
か
け
ず
り
回

っ
た
が
、
０
ま
だ
に
一
度
も
実
現
し
な

か
っ
た
と
言

っ
て
お
り
ま
し
た
。
日
米

人
を
問
わ
ず
、
こ
う
し
た
人
た
ち
に
何

人
か
会
い

「ど
う
し
て
手
に
入
れ
た
の

か
、
ル
ー
ト
を
教
え
て
に
し
い
」
と
問

し
か
け
ら
れ
た
ほ
ど
で
す
。
そ
の
筋
の

人
に
開
い
た
と
こ
ろ
に
よ
る
と
、
入
場

券
は
す
べ
て
ゴ
ル
フ
場
の
会
員
に
割
り

当
て
配
布
さ
れ
、
そ
こ
か
ら
全
米
に
流

れ
る
わ
け
で
す
が
、
一人
場
券
に
は
す
べ

て
番
号
が
記
入
さ
れ
て
い
て

（入
場
カ

ー
ド
は
常
に
胸
な
ど
に
ピ
ン
で
付
け
て

お
く
）
、
入
場
者
が
少
し
て
も
不
仕
末

な
事
を
す
る
と
そ
の
入
場
券
を
謹

っ
た

会
員
が
厳
し
０
処
分
を
受
け
る
。
だ
か

ら
会
員
は
入
場
券
の
処
置
に
は
非
常
に

慎
重
に
な
り
、
そ
の
分
、
大
手
が
困
難

に
な
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
し
た
。

つ
ま
り
、
選
ば
れ
た
人
し
か
入
場
で
き

な
い
と
い
う
わ
け
で
す
。
そ
の
た
め
で

し
ょ
う
か
。
米
国
で
は
、
特
に
一
ュ
ー

ヨ
ー
ク
な
ど
の
都
会
の
話
で
す
が
、
置

き
引
き
盗
難
に
注
意
す
る
よ
う
、
旅
行

社
の
人
に
口
が
す

っ
ぱ
く
な
る
く
ら
い

忠
告
さ
れ
る
ん
で
す
が
、
こ
の
マ
ス
タ

ー
ズ
会
場
は
、
大
群
′
が
い
る
の
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
そ
う
し
た
不
安
が
全
く

感
じ
ら
れ
な
い
雰
囲
気
で
し
た
。
そ
ん

な
と
こ
ろ
に
も
．

「
マ
ス
タ
ー
ズ
は
ヽ

別
」
と
い
う
関
係
者
の
誇
り
が
伝
わ
ｏ

て
き
ま
し
た
。

,ヽ
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た
閂
淵
啓
子
さ
ん

（旧
姓

・
波
辺
）
、

か
つ
て
の
別
墳
さ
ん

（当
然
、
今
も
で

す
）
後
應
孝
子
さ
ん

（旧
姓

・
伴
野
）

い
ず
れ
劣
ら
ぬ

″
実
年
″
、
失
嵌
、
名

花
揃
い
。
迎
え
る
男
性
の
張
切
り
よ
う

は
、
尋
常
な
ら
ざ
る
も
の
が
あ

っ
た
。

い
つ
も
な
ら
、
し
ん
み
り
盃
を
重
ね

る
と
い
っ
た
ム
ー
ド
の
会
で
あ
る
が
、

こ
う
し
て
二
人
の
女
性
を
迎
え
て
み
る

と
、
さ
す
が
に
パ
ッ
と
座
が
羊
や
ぎ
、

月
達
は
、
■
勝
ち
に
壇
上
に
立
ち
、　
マ

イ
ク
を
握

っ
た
。
家
庭
の
こ
と
、
子
供

の
こ
と
、
仕
事
、
遊
び
、
古
の
思
い
出

さ
な
が
ら

″
泄
名
の
な
い
識
演
会
″
の

ご
と
く
、
次
か
ら
次

べ
と
、
し
か
も
喜

々
と
し
た
話
の
洪
水
。
ま
こ
と
に
楽
し

い

一
時
を
、
私
も
幹
事
の
立
場
を
忘
れ

て
楽
し
ん
で
し
ま
っ
た
。
い
っ
も
同
期

会
に
は
出
席
さ
せ
て
戴
き
、
挨
拶
の
指

名
に
普
慮
し
て
い
る
幹
事
さ
ん
の
普
カ

を
渋
日
で
見
て
い
た
私
は
、

「
こ
ん
な

盛
り
上
が

っ
た
会
だ
っ
た
ら
幹
事
は
楽

だ
」
と
、
こ
の
幸
址
を
喜
ん
だ
次
第
で

あ
る
。
飲
む
ほ
ど
に
諄
う
に
ど
に
、
懐
か
し

い
●
歌
、
遺
進
歌
、
応
援
歌
な
ど
が
飛

び
出
し
．
皆
も
あ
い
和
し
、
大
合
唱
。

大
口
あ
け
て
肩
を
組
み
、
ェＦ
を
限
り
に

歌
う
様
は
、
三
〇
年
前
の
若
き
日
の
我

々
そ
の
ま
ま
で
あ

つ
た
。

同
窓
会
事
務
局
の
長
野
氏
が
御
好
意

で
送
っ
て
下
き

っ
た
楽
譜
に
よ
っ
て
、

）

私
が
同
道
し
た
，
い
ピ
ア
一
ス
ト
は
張

り
切

っ
て
く
れ
た
。
盛
り
上
が
り
を
見

せ
た
会
の
後
半
、
素
晴
し
ヽ
ピ
ア
ノ
■

表
が
我
々
の
歌
に
、
さ
ら
な
る
郷
愁
と

感
換
を
か
き
た
て
た
と
感
し
た
の
は
、

あ
な
が
ち
私
の
ひ
い
き
日
だ
け
で
は
な

か
っ
た
ろ
う
。

（ち
な
み
に
、
こ
の
人

は
私
の
友
人
の
お
建
一さ
ん
で
鈴
木
“
子

さ
ん
、
二
〓
オ
。
読
元
新
人
湾
妻
会
に

も
出
ツ
、
こ
の
四
月
よ
り
上
野
音
楽
大

証
師
）
関
係
の
皆
さ
ん
の
ご
尽
力
、
ご
務
カ

と
で
会
は
盛
会
の
内
に
終
わ
り
、
幹
事

と
し
て
の
肩
の
荷
を
下
ろ
し
た
の
だ
が

な
ぜ
か
今
回
の
合
で
と
う
ち
げ
感
慨
深

く
思
い
至
っ
た
の
が
、

「昔
同
じ
四
人

歳
な
の
だ
」
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
医

者
あ
り
商
売
人
あ
り
、
公
務
員
、
自
由

業
あ
り
と
多
■
済
々
、
そ
れ
ぞ
れ
渉
ん

で
き
た
道
は
違

っ
て
ヽ
て
も
、
皆
ん
な

同
じ
喜
怒
哀
楽
を
持

っ
て
い
る
の
だ
と

し
み
し
み
と
感
じ
た
も
の
だ
。
家
庭
環

境
、
子
外
の
年
格
好
、
そ
ろ
そ
ろ
家
で

は

″
粒
大
ゴ
ミ
″
、
社
会
に
於
―
て
皆

ん
な
中
整
の
悲
友
と
言
び
を
持

っ
て
ヽ

る
こ
と
等
た
，
共
通
し
て
四
入
歳
の
そ

れ
な
の
で
ぁ
る
。
ひ
と
っ
ツ
ッ
パ
つ
て

生
き
て
き
て
、
ま
わ
っ
の
著
か
ら
は
年

よ
り
若
く
兄
え
る
な
ど
と
お
だ
て
ら
れ

て
い
る
私
も
、
い
つ
の
間
に
か
老
眼
競

が
離
せ
な
く
な
っ
て
ｏ
る
。
気
が
つ
け

ば
、
同
期
会
の
皆
も
同
じ
よ
う
な
内
体

的
な
衰
え
を
互
い
に
気
付
き
合

っ
て
い

る
。
同
じ
悩
ス
も
、
同
じ
喜
び
も
共
有

で
き
腹
成
な
く
励
ま
し
合
え
、
傷
を
管

め
合
う
事
が
で
き
る
場
、
ど
こ
を
向
い

て
も
四
入
歳
、
そ
れ
が
同
期
会
の
素
晴

し
さ
、
ニス
重
さ
な
の
だ
と
思
う
。

（小
野
口
幸
燿
）

ｔ

か
け
た
ら
ど
う
か
と
思
う
。　
一
石
二
鳥

〓
鳥
に
も
な
ろ
う
。

も

っ
と
も
紫
煙
の
中
で
な
け
れ
ば
、

文
学
も
、
名
山
も
産
ま
れ
な
い
の
か
も

知
れ
な
い
が
。

世
の
中
に
、
絶
え
て
タ
パ

コ
の
な
か

り
せ
ば
、
俺
の
心
は
の
ど
け
か
ら
ま
し

（鈴
木

浩
）

七
六
回

喫
煙

十
五
世
紀
の
終
う
に
、　
コ
ロ
ン
プ
ス

が

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
打
ち
帰
り
、
全
世
界

に
広
が
う
た
と
さ
れ
る

「
タ
バ

コ
」
。

一
時
は
、
動
く
ア
ク
セ
サ
リ
ー
等
と

持
ち
上
げ
ら
れ
た
が
、
こ
こ
数
年
は
凋

２
の
一
途
で
あ
る
。

た
し
か
に
嗜
好
品
と
し
て
酒
と
タ
バ

コ
を
比
餃
し
て
み
る
と
、
タ
バ

コ
は
害

の
み
が
日
立
っ
。
洒
飲
み
も
決
し
て
良

い
マ
ナ
ー
と
は
言
え
な
い
が
、
タ
バ

ヨ

の
み
に
マ
ナ
ー
の
患
さ
が
日
立
つ
。
′

パ

コ
の
吸
い
が
ら
、
■
箱
を
ホ
ー
ム
路

上
に
浩
て
る
等
は
日
常
的
、
中
に
は
、

自
分
の
●
の
灰
皿
の
中
身
を
す

っ
か
り

路
面
に
捨
て
て
い
く
者
も
，
る
。
自
分

の
灰
皿
を
使
用
す
る
の
が
階
し
く
て
窓

か
ら
手
を
出
し
て
灰
を
す
て
る
も
の
、

ま
る
で
自
然
の
洋
化
作
用
を
過
信
し
て

い
る
か
の
よ
う
で
あ
る
。

狭
い
室
内
、
一旱
内
で
煙
を
吸
わ
さ
れ

る
の
も
迷
惑
な
話
で
あ
る
。

・
い
０
そ
の
こ
と
、
タ
メ

ロ
に
重
記
を

よ
り
よ
い
会
報
を
め
ざ
し
て
′

会
員
み
な
さ
ん
の
ご
協
力
で
、
会
報

も
２１
号
を
発
●
す
る
ま
で
に
な
り
ま
し

た
。
読
み
応
え
の
あ
る
原
稿
が
今
回
も

集
ま
り
編
集
姜
員
も
富
ん
で
お
り
ま
す

が
、
会
貞
が
毎
号
口
を
通
し
て
く
だ
さ

っ
て
い
る
か
ど
う
か
、
ま
た
こ
ん
な
記

奇
を
載
せ
た
ら
と
い
う
意
兄
や
希
望
を

お
持
ち
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
等
々
と
、

色
々
と
気
に
懸
け
な
が
ら
編
集
し
て
い

る
次
第
で
す
。

さ
て
。

「会
員
名
簿
」
を
■
見
し
ま

す
と
、
わ
が
同
窓
会
に
は
‘
分
野
で
活

躍
さ
れ
て
い
る
先
輩
が
大
ヨ
お
ら
れ
ま

す
。
会
報
に

「先
輩
と
後
輩
対
談
欄
」

を
設
け
て
み
て
は
と
考
え
ま
し
た
。

若
い
人
々
に
”
に
提
案
し
ま
す
。
こ

の
方
に
こ
ん
な
話
を
伺
い
た
い
と
い
う

希
望
を
掘
矢
部
あ
て
に
お
申
し
込
ネ
く

だ
さ
い
。

話題のス´ヽ―ス

(明治通うと大久屎■

'の
交又点)

レス トラン 。モア
|ヽ人数か

',3(1名
様くらいまでクラス会年に

'適
です

土 屋 早 康 (6-■ )

TEL 03-208-2931・ 204-1251
東京都新宿区大久ス 2-1-3

仁 所

函 病  院
′
1ヽ  坂   博 (37口 )
|ヽ江市■日町12-2

(り5i,-83-3 1 3 1

内■・外科

人間 ドツク

ねつ

整形外■・皮直科・放射線科

かん

院  長

熱

TEL
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静

岡

だ

よ

り

瞑
有
効
に
利
用
す
る
．

（
ヽ
〉
規
模
…
現
在
は
３
Ｆ
、
２
■
で

約
七
、
Ｏ
Ｏ
Ｏ
平
カ
メ
ー
ト
ル
だ
が
、

新
狡
合
は
Ｓ
Ｒ
Ｃ
５
Ｆ
、
１
■
、
九
、

三
〇
〇
＋
方
メ
ー
ト
ル
程
度
．

以
上
の
様
な
学
松
側
の
希
重
が
あ
つ

新
●
合
の
建
設
計
画
は
逐
次
具
体
化
さ

れ
る
こ
と
と
思
わ
れ
ま
す
。

静
高
の
前
身
で
あ
る
旧
制
静
岡
中
学

校
は
明
治
十

一
年
九
月
二
日
に
即
●
さ

れ
た
と
百
年
，
に
記
さ
れ
て
お
り
ま
す

が
、
明
治
三
十
三
年
現
在
地
の
長
谷
校

合
に
移

っ
て
か
ら
．
第
二
次
世
界
大
敲

に
よ
り
校
合
が
全
焼
す
る
ま
で
の
間
、

あ
る
時
期
〓
ヽ

四
年
を
除
い
て

一
貫
し

て
，
合
，
月
は

″
上
足
″
で
あ

っ
た
よ

う
で
し
た
。
■
頃
の
同
窓
会
の
役
員
会

で
浙
校
合
が
完
成
し
た
時
、
土
だ
か
上

ば
き
■
月
か
が
話
題
に
な

，
ま

し
た

が
、
国
際
性
の
あ
る
学
校
理
音
を
考
え

る
今
日
、
役
員

一
同

″
土
足
″
を
希
菫

す
る
雰
囲
気
で
し
た
。
必
ず
や
時
代
を

先
取
り
し
た
斬
新
な
枚
合
が
完
式
す
る

こ
と
と
確
信
し
て
お
り
ま
す
。

（
げ
朗

・
安
池
得
之
）

五
，
■
散
発
で
終
わ
る

諄
商
対
静
商
定
期
戦

ュ
ー
ス
ヘ
の
死
■
で
燃
え
た

ヽ
商
ナ
イ
ン
　
４
１
０
と
フ

ァ
イ
ト
勝
ち
―
―

今
年
で
第
郎
口
を
数
え
る
静
高
対
静

荷
の
野
球
定
期
戦
が
、
二
月
二
日
の
水

沈
溜
を
し
た
り
、
救
急
来
品
を
大
，
外

料

（
”
期
）
よ
う
寄
聘
し
て
い
た
だ
く

の
で
健
康
漱
態
を
把
握
し
て
も
ら
い
な

か
ら
道
格
を
取

っ
た
り
、
な
か
な
か
い

そ
が
し
い
毎
日
を
送

っ
て
い
ま
す
。
，

普
諸
君
は
口
々
証
習
に
励
み
、
昨
年
度

は
新
人
戦
卜
優
勝
、
そ
し
て
，
京
テ
レ

ビ
杯
で
は
４
月
５
日
に
帝
京
を
２
対
０

で
破
，
、
み
ご
と
優
勝
し
ま
し
た
。

つ
つ
い
て
イ
ン
バ
イ
県
大
会
で
は
決

″
で
破
れ
は
し
た
も
の
の
、
東
海
総
●

体
育
大
会
で
初
優
勝
と
、
先
輩
達
の
足

跡
に
ま
た

一
つ
大
き
な
■
史
を
作

っ
て

く
れ
ま
し
た
。
三
年
生
は
こ
の
大
会
で

受
験
勉
強
に
入
り
ま
す
が
、
高
校
選
手

権
“
ざ
し
て
四
人
が
の
こ
り
、
七
月
二

十
三
‘
二
十
六
日
ま
で
神
奈
川
遠
征
に

そ
し
て
入
月

一
日
‘
十
日
ま
で
背
森
遍

征
、
三
本
木
農
高
に
て
０
同
合
宿
に
参

加
し
そ
の
成
果
を
期
待
し
て
選
手
権
に

の
で
み
ま
し
た
が
清
商
に
得
失
点
差
）

一沢
を
の
み
ま
し
た
。
国
体
で
は
本
狡
よ

り
Ｈ
場
し
た
燿
一機
君
が
Ｍ
Ｆ
で
か
つ
や

く
、
人
勝
で
２
０
点
を
挙
げ
、
静
岡
県

に
優
勝
を
も
た
ら
し
た
の
で
し
た
。

今
■
の
正
月
二
日
に
は
例
年
通
り
０

Ｂ
主
催
の
初
蹴
り
会
て
は
グ
ラ
ウ
ン
ド

に
二
面
の
コ
ー
ト
を
作
り
初
蹴
り
会
を

円
い
た
の
で
す
が
．
多
数
の
Ｏ
Ｂ
諸
君

が
あ
ふ
れ
る
ほ
ど
参
加
し
て
下
さ
り
．

あ
り
が
た
く
思

っ
て
お
り
ま
す
。
お
年

玉
．
そ
し
て
し
る
こ
会
と
楽
し
い

一
日

一静
同
だ
よ
り
」を
お
と
ど
け
し
ま
す
．

今
回
は
、
安
池
各
之

（
ｒ
如
）
松
永
弘

描
一
（
“
期
）
言
水
広

“^
躙
）
般
岡
裕

丸

（
“
期
）
の
請
氏
に
ご
協
力
し
た
だ

き
ま
し
た
。
人
，年
の
対
静
商
定
躙
嗅
は

残
念
な
が
ら
完
封
負
け
、
夏
の
大
会
に

は
是
非
と
も
が
ん
ば

っ
て
も
ら
い
た
い

も
の
で
す
。
　

　

（
０
期

・
光
本
撤
）

校
合
改
築
計
画
動
き
出
す

レ
年
度
に
着
工
予
定

静
岡
県
下
の
公
立
高
枚
の
新
設
は
ほ

ぼ
完
了
し

（
一
〇
四
校
〉
、
県
は
昭
和

六
十

一
年
度
か
ら
老
朽
化
し
た
県
立
高

校
の
既
設
校
合
の
新
改
築
を
す
る
方
針

で
、
●
枝
静
岡
高
等
学
校
は
、
昭
和
六

十
二
年
度
建
設
工
事
着
工
予
定
に
な
０

て
お
り
ま
す
。
そ
の
建
設
の
概
略
の
投

想
は
、

（イ
）
県
下
の
中
心

代^
表
）
狡
と
し

て
，
さ
お
し
い
イ
メ
ー
ジ
を
有
す
る
こ

と
‘（，

）
２１
世
紀

へ
向
け
て
の
国
際
性
の

あ
る
高
校
教
育

の
新
し
い
発
想
を
秘
め

た
も
の
．

（
＾
）
情
報
化
時
代
に
合

っ
た
先
兄
性

を
持

っ
た
学
校
内
容
の
充
実
．

（
一
）
県
部
に
あ
る
学
校
ｍ
放
の
配
慮

を
さ
れ
た
も
の
。

（
ホ
）
三
八
、
四
九
六
平
方

メ
ー
ド
ル

（
一
一
、
六
Ｏ
Ｏ
坪
）
の
技
地
を
最
大

入
り
で
順
延
さ
れ
て
、
二
月
十
八
日
静

岡
球
場
に
約

一
方
の
観
え
を
集
め
て
行

わ
れ
た
．

午
後

一
時
ブ
レ
ー
ボ
ー
ル
。
快
晴
の

言
空
の
も
と
、
静
高
望
月

一
（
３
年
）前

商
杉
山
喜
レ
（
３
年
）
の
両
ユ
ー
ス
の
役

げ
合
い
で
訳
合
は
始
ま

っ
た
。
■
手
を

取

っ
た
の
は
前
市
で
、
２
回
の
裏

一
番

竹
日
の
タ
イ
ム
リ
ー
で
ま
す

一
点
．
試

合
を
決
め
た
の
は
４
回
の
静
商

の
コ

撃
．　
一
死
後
メ
ッ
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
に
立

っ
た
ピ
ッ
チ
ャ
ー
杉
山
に
望
月
が
投
じ

た
三
球
日
は
杉
山
の
側
頭
部
を
直
撃
．

倒
れ
込
み
し
ば
ら
く
は
起
き
上
が
れ
な

ｔ
杉
山
を
見
て
静
商
ナ
イ
ン
が
燃
え
あ

が

●
て
し
ま

っ
た
．
死
球
を
与
え
て
腕

が
襲
縮
し
た
望
月
に
三
安
打
を
た
た
み

か
け
て
三
点
を
と
，
ノ
ッ
ク
ア
ウ
ト
．

着
高
フ
ァ
ン
に
と

つ
て
最
後

の
見
せ

場
は
入
回
。
静
高
は
２
安
打
１
四
球
と

″
山
を
攻
め
二
死
満
塁
、
迎
え
る
パ

ッ

タ
ー
は
二
回
に
二
塁
打
を
放

っ
て
い
る

四
番
皇
月

一
だ
け
に
、
あ
わ
ゆ
く
ば

一

入几
で
同
点
に
，
と
期
待
さ
れ
た
が
、
杉

山
の
カ
ー
プ
に
あ
え
な
く
三
振
、
万
事

体
し
た
．

結
果
的
に
、
は
高
は
静
市
の
エ
ー
ス

杉
山
か
ら
よ
発
５
安
れ
を
放

っ
た
た
け

で
年
封
さ
力
、
逆
に
望
月
―
塩
沢
の
■

手
陣
が
理
安
打
を
裕
び
て
４
点
を
と
ら

れ
完
敗
の
形
と
な

っ
た
．

こ
れ
で
二
年
遭
抗
静
荷
の
勝
利
．
対

戦
成
積
は
１７
勝
ｎ
敗
、
戦
前
か
ら
の
通

算
で
調
肪
¨
敗
と
な

っ
た
．

.‐
‐‐‐|||‐ |141111111111111

二
月
十
八
日
に
行
わ
れ
た

“
高
対
ｉ
高
の
定
期
就
風
景

静
岡
高
　
０
０
０
０
０
０
０
０
〇

一
〇

静
岡
商
一　
〇
１
０
３
０
０
０
０
Ｘ

一
４

（高
）
望
月
、
塩
沢
―
高
田

（蘭
）
杉
山
喜
―
山
下

０
二
塁
打
　
望
月

高^
）

（“
期

・
吉
水
広
〉

た
く
ま
し
く
成
長

サ
ッ
カ
ー
部
の
近
況

静
高
サ
ッ
ヵ
ｌ
部
は
、
こ
こ
数
年
大

変
力
を
つ
け
て
来
ま
し
た
。
部
員
も
五

＋
名
を
越
す
大
世
帯
、　
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー

も
最
近
は
女
性
軍
と
な
り
、
デ
ー
ム
の

結
果
を
ま
と
め
た
り
、　
ユ
一
六
―
ム
の

報

し

類 ||
:|||||:11奪 |:||‐ |‐‐tl
鵞

■ ||1鷲 :1豪‐‐
.
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を
過
ご
し
浙
人
戦
に
の
ぞ
み
ま
し
た
。

新
チ
ー
ム
で
中
部
地
区
大
会
で
優
肱
を

し
て
し
ま
い
ま
し
た
。
Ｄ
Ｆ
が
か
た
く

失
点
０
で
あ
り
ま
し
た
が
、
羊
”
勝
の

清
水
東
戦
で
Ｇ
Ｋ
の
松
原
君
メ
清
水
束

の
友
則
に
あ
い
右
膝
内
障

■
副
十
年
拠

市
半
月
板
損
傷
と
い
う
病
名
の
た
め
、

す
ぐ
入
院
手
術
．
チ
ー
ム
に
と

っ
て
ゴ

ー
ル
を
守
る
要
を
失
う
結
果
に
な
っ
て

し
ま
い
ま
し
た
。

ま
た
大
石
君

（
″
剌
の
大
石
繁
氏
の

三
男
）
が
第
二
十
五
回
ア
ジ
ア
ユ
ー
ス

選
手
権
大
会
に
日
場
．
対
準
国
性
に
の

ぞ
み
ま
し
た
。
々，
た
が
個
性
が
あ
り
、

た
く
ま
し
く
成
長
し
て
い
ま
す
。

今
年
も
三
年
生
が
中
心
と
な
っ
て
、

が
ん
は

っ
て
ま
い
っ
ま
す
。
滴
高
と
の

定
知
戦
で
は
大
変
お
世
話
に
な
り
ま
す

が
本
年
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
中
し
上
げ

ま
す
。
ま
た
，
菫
に
お
寄
う

に
な
っ
た

時
に
は
ぜ
ひ
と
も
激
励
を
―
　
鈴
木
吉

明
氏

（
“
一期
）
の
正
月
の
き
び
し
い
言

葉
を
大
切
に
…
…
。

（
∞
期

・
松
永
弘
道
、
■
●
ヨ
員
）

石
割
正
著

‐
闘
魂
」
出
版
を
祝
う
会

た
と
確
信
し
て
い
る
．　
″
闘
菫
″
な
く

し
て
こ
れ
だ
け
の
本
は
ま
と
あ
ら
れ
な

か
っ
た
と
思
う
」
と
、
そ
の
努
力
を
た

た
え
た
。

壼
非
玄
剛

●
日
本
船
員
福
利
雇
月
促

進
セ
ン
タ
ー
会
長
は

「
石
割
さ
ん
は
そ

の
名
の
通
り
石
器
時
代
の
名
工
の
子
孫

（と
笑
わ
せ
）
で
あ
り
、
今
川
義
元
の

流
れ
を
く
ん
で
０
る
。
柔
道
六
２
の
猛

著
で
あ
り
、　
″
闘
魂
″
出
版
に
終
わ
ら

ず
む
し
ろ
こ
れ
か
ら
船
長
の
た
め
に
大

い
に
働
い
て
い
た
だ
き
た
い
」
と
秋
励

し
た
。
こ
の
あ
と
お
礼
の
い
拶
に
立

っ
た
石

割
さ
ん
は

「
（感
慨
を
こ
め
て
現
役
時

代
、
日
本
船
長
協
会
会
長
時
代
を
お
り

返
り
）
ス
も
八
十

一
成
に
な
り
、
こ
れ

か
ら
の
人
生
を
い
か
に
過
す
か
を
考
え

て
い
る
．
先
輩
に
今
年
九
十
六
成
の
森

勝
衛
船
長
が
い
る
。
そ
の
か
く
し
や
く

た
る
老
船
長
の
風
格
に
ぜ
ひ
あ
や
か
り

た
い
も
の
と
願

っ
て
い
る
」
と
結
び
、

参
会
者
の
“
手
を
浴
び
た
。

そ
し
て
、
そ
の
森
船
長
の
吉
頭
で
■

杯
．
た
ご
や
か
な
懇
談
に
移

っ
た
。

，」

「闘
調
」
Ａ
老
船
長
八

一
年
の
回
想
Ｖ

著
者
石
割
正
氏
は
同
窓
会
総
会
そ
の

他
の
行
事
で
乾
杯
の
音
頭
等
お
世
話
頂

く
〓
十
五
回
卒
の
先
輩
、
昭
和
２
“
束

京
高
等
簡
船
学
校
航
海
ヽ
八
十
六
”
■

業
の
後
六
十
年
に
工
ん
と
す
る
海
上
生

活
に
パ
て
大
自
然
と
問
い
、
過
ぐ
る
大

戦
に
於
い
て
敲
溶
水
艦
と
闘
い
通
し
た

老
船
〓
で
あ
り
、
日
本
船
長
”
会
会
長

そ
の
他
海
事
関
係
の
重
要
な
公
職
を
歴

任
さ
れ
た
方
で
あ
る
。

本
書
は
生
い
立
ち
、
静
中
時
代
か
ら

書
き
起
こ
し
、
そ
の
永
い
船
長
の
体
験

記
録
で
あ
り
回
想
録
で
あ
る
と
共
に
、

今
後
世
界
の
売
波
に
闘
う
べ
き
後
輩
に

与
え
る
漱
励
の
書
で
あ
る
。

発
行
所
桜
書
房

（千
式
日
区
富
士
兄

一
―
八
―

一
九
、
電
話
０
三
―
二
人
三

ｌ
ｔ
四
〓

一
）
、
定
価
二
十
日
。

二
月
十
七
日
午
後
六
時
か
ら
平
河
町

れ
述
ク
ラ
ブ
大
ホ
ー
ル
に
於
て
泄
さ
れ

船
長
さ
ん
達
や
海
逗
関
係
、
政
財
界
の

嬌
々
た
る
参
会
者
二
五
０
名
を
越
え
る

盛
会
で
あ

っ
た
。
関
東
同
窓
会
か
ら
は

２
丼
出

∴
口
松
、
■
今
非
、
４４
曰
丼
、

い
奥
野

・
月
児
■
、
５４
庵
原
、
“
上
杉

ａ
■
島
、
伊
成
岡
、
７０
味
回

・
■
馬
等

の
諸
氏
が
出
席
し
て
お
祝
い
し
た
。

石
割
先
輩
の

「間
魂
」
出
版
に
つ
い

て
、
日
本
海
事
協
会
発
行
の
二
月

一
日

付

「海
上
の
友
」
紙
は
二
面
を
割
い
て

掲
載
し
て
い
る
が
、
こ
の
日
の
会
の
次

第
に
つ
い
て
次
の
様
に
報
じ
て
い
る
。

Ｏ
　
　
　
　
Ｏ

ま
す
川
島
裕

・
日
本
沿
長
”
会
会
ヽ

が
主
催
者
と
し
て

「
石
割
船
長
は
戦
前

・
戦
中

・
戦
後
を
反
骨
の
精
神
を
も

っ

て
生
き
，
い
た
大
船
長
で
あ
り
、
こ
の

本
は

一
服
の
情
涼
剤
で
す
」
と
同
害
の

内
容
紹
介
を
崇
ね
て
換
拶
。

次
い
て
来
賓
を
代
表
し
て
、
大
阪
商

船
三
井
船
舶
相
談
空

（元
社
長
）
の
永

丼
央
シ
氏
は

「
（
三
井
船
“
時
代
の
石

割
さ
ん
と
の
仕
事
上
の
交
流
の
な
い
ロ

を
語
り
）
あ
の
こ
ろ
は
お
互
の
立
場
を

理
解
し
て
何
で
も
い
え
る
雰
囲
気
が
あ

っ
た
。
海
Ｌ
が
五
し
合

っ
て
い
て
、
石

割
さ
ん
も
船
栞
う
と
し
て
辛
ｈ
で
あ

っ

０

一静
岡
だ
よ
り
」
に
つ
０
て
―
―

毎
号
、
静
同
新
日
勤
務
の
同
窓
上
の

ご
協
力
で
、
あ
る
さ
と
ヽ
岡
の
こ
と
、

■
，
の
こ
と
を
知
り
得
る
こ
と
は
あ
り

が
た
く
、
嬉
し
い
か
ぎ
り
で
す
。

さ
ら
に
、
こ
ん
な

「静
岡
だ
よ
り
」

を
と
い
う
希
望
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

∧
お
願
い
Ｖ

「会
報
」
に
は
、
こ
れ
か
ら
も
、

０
同
窓
生
の
著
昔

０
関
係
さ
れ
た
著
作
物

０
諸
兄
姉
に
ぜ
ひ
読
ん
で
も
ら
い
た
い

と
思
う
書
籍
　
な
ど

こ
れ
ら
の
紹
介
記
事
も
と
し
ど
し
取

り
上
げ
た
い
と
思
い
ま
す
。

原
稿

（
１５
字
計
）
を
お
寄
せ
く
だ
さ

る
よ
う
お
収
い
し
ま
す
。

建築設計・監理

ユニオン設計センター

代表取締役 成 岡 英 彦 (67回)

―級建築事務口i(‐ 録7425=

東京都●猜区西所有 7-1,-0 規格ビル
TE L 00-363-3604(代 表)

株式
会社

伊豆大仁カントリークラブ

伊豆大仁開発株式会社
｀表取

“

■ 石 橋 正 秋
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謎

解

き

の
随

想

４０
回
野
崎
操

一
氏
著
書

「
心
の
軌
跡
」
か
ら

月
見
里
得
知
郎

酸
素
の
供
給
源
と
し
て
の
吸
気
と
表

一異
一
体
を
な
す
呼
気
も
巧
み
に
利
用
さ

れ
て
日
付
や
吹
奏
楽
器
の
音
源
と
な
る

の
を
始
め
、
呼
気
を
発
声
に
応
用
し
て

嗅
い
た
り
■
い
た
り
ｉ
一０
た
り
悲
鳴
を

上
げ
た
り
し
て
、
感
情
を
表
わ
す
。
言

語
を
計
す
こ
と
に
よ
っ
て
意
志
の
伝
達

を
行
な
い
、
文
章
を
読
み
上
げ
て
記
録

さ
れ
た
も
の
を
反
●
し
、
■
山
を
歌
っ

て
情
維
を
表
夏
し
、
そ
の
格
調
の
高
い

も
の
は
芸
術
の
一刺
時
に
は
い
る
も
の
ま

で
あ
る
。

人
間

一
生
の
問
、
臨
終
で
息
を
引
き

取
る
ま
で
、
昼
と
な
く
夜
と
な
く
働
き

続
け
て
い
る
機
能
が
二
つ
あ
る
。　
一
つ

は
心
臓
の
ま
動
で
あ
り
、
も

一
つ
は
肺

の
呼
吸
で
あ
る
。
心
賊
の
方
は
自
分
離

手
に
そ
の
活
動
を
上
め
た
り
動
か
し
た

０
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
呼
吸
の

方
は
意
志
に
よ
っ
て

一
定
の
限
度
内
で

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

精
神
状
態
を
安
定
さ
せ
る
た
め
に
は
．

心
臓
の
活
動
を
安
定
さ
せ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
が
、
そ
れ
は
直
接
で
き
な
い
の

で
、
呼
吸
を
安
定
さ
せ
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
間
接
的
に
精
神
を
冷
静
に
す
る
よ

う
に
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
こ
と
が
で
き

る
。
換
言
す
れ
ば
、
呼
吸
は
本
来
の
吸

入
餃
化
排
出
作
月
と
心
の
平
静
Ｆ
用
と

の
二
つ
の
面
を
持
っ
て
い
る
。

人
間
は
な
ぜ
呼
吸
を
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
か
。
そ
れ
は
吸
気
中
の
酸
素
で

ク
ス
ピ
レ
ー
シ
ョ
ン
と
，
つ
て
終
結
な

ど
の
意
味
が
あ
ら

て
、
人
に
呼
吸
の
語

が
精
神
的
な
意
義
に
関
連
の
あ
る
こ
と

を
示
し
て
い
る
。

日
本
語
で
は
、
呼
吸
の
こ
と
を
息
と

い
う
。
息
は
生
き
る
に
通
し
て
、
息
を

し
て
い
る
こ
と
は
生
き
て
い
る
こ
と
で

あ
る
。
長
息
は
■
生
だ
と
い
う
説
も
あ

る
く
ら
い
て
、
息
が
絶
え
る
、
息
が
続

く
、
息
が
合
う
、
い
き
お
い
が
よ
い
と

い
う
よ
う
に
、
呼
吸
は
即
ち
生
命
を
表

お
し
て
い
る
．

十
．
山
伏
は
出
で
入
る
息
に
阿
咋
の

二
字
を
唱
え
な
が
ら
深
山
幽
谷
に
分
け

入
っ
て
光
修
行
を
し
た
と
言
わ
れ
て
い

る
．
こ
の
阿
”
に
つ
い
て
仏
教
で
は
、

阿
と
は

一
切
の
大
初
万
有
発
生
の
理
体

Ｌ
と
は

一
切
の
大
終
万
右

帰

着

の
智

徳
の
義
と
し
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
見
る

と
、
阿
叫
は
即
ち
呼
吸
の
こ
と
で
、
一洋

の
東
西
を
問
わ
ず
呼
吸
に
対
し
て
共
通

の
哲
理
を
有
し
て
い
る
こ
と
が
判
る
．

社
寺
の
参
道
の
左
右
に
高
麗
狗
の
二
匹

が
相
対
し
、　
一
方
は
日
を
開
き

一
方
は

口
を
結
ん
で
い
る
の
を
見
か
け
る
で
あ

ろ
う
。
こ
れ
は
阿
Ｌ
を
象
徴
し
た
も
の

で
あ
る
。
ま
た
山
円
の
金
剛
力
■
も
左

右
の
二
体
が
必
ず
阿
”
の
形
相
を
し
て

い
る
の
も
、
同
じ
思
想
か
ら
出
て
い
る

も
の
と
思
わ
れ
る
．

（
つ
づ
′
じ

阿
時
の
空
気
生
活

０

地
球
の
年
齢
は
四
十
２
五
十
億
年
と

推
定
さ
れ
て
い
る
が
、
地
ホ
上
に
は
．

最
●
、
現
在
の
よ
う
な
空
気
は
無
か
っ

た
。
次
第
に
原
始
の
空
気
が
発
生
し
た

け
れ
ど
も
、
酸
素
の
多
い
紅
成
の
空
気

に
変

っ
た
の
は
、
二
十
２
三
十
侑
年
前

で
あ
ろ
う
と
言
わ
れ
て
い
る
。
や
メ
て

生
物
が
発
生
し
、
人
類
が
棲
息
す
る
■

在
が
一肛
き
、
地
■
の
将
来
は
よ
死
す
る

か
炎
上
す
る
か
は
、
ま
だ
科
学
者
の
意

兄
の
分
か
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
す
気

の
歴
史
が
い
か
よ
う
に
移
り
変
る
か
測

り
知
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。
た
だ
、

空
気
の
存
在
が
人
間
の
生
命
に
と
っ
て

絶
対
不
可
欠
の
要
素
で
あ
る
こ
と
は
碓

か
で
あ
る
に
も
拘
ら
ず
、
あ
ま
り
関
心

を
持
た
れ
て
い
な
い
よ
う
に
思
う
。

人
間
の
生
活
を
通
常
、
衣

・
食

・
住

に
分
け
て
、
未
開
人
で
あ
る
う
と
文
化

人
で
あ
ろ
う
と
、
そ
の
人
有
の
着
る
生

活
、
食
べ
る
生
活
、
住
き
生
活
の
程
度

の
高
低
に
よ
っ
て
、
人
間
生
活
の
文
化

的
民
圧
や
風
０
習
慣
を
表
わ
す
基
４
に

し
て
い
る
。

し
か
し
．
こ
れ
は
空
気
が
汚
さ
れ
な

か
っ
た
時
代
の
こ
と
で
、
こ
れ
か
ら
は

人
間
の
生
命
に
根
本
的
に
必
要
な
空
気

の
中
で
の
生
活
を
、　
一
つ
の
■
要
な
生

活
条
件
に
入
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な

っ
て
来
た
。
空
気
を
，
き
な
い
よ
う
に

す
る
こ
と
、
並
び
に
汚
れ
た
空
気
を
き

れ
し
に
す
る
方
法
に
つ
い
て
は
、
空
気

の
清
浄
化
に
関
す
る
研
究
と
技
術
が
開

発
さ
れ
つ
つ
あ
る
の
で
、
こ
れ
は
そ
の

方
面
に
譲
り
、
こ
こ
で
は
人
間

一
人

一

人
が
空
気
の
鳳
恵
に
直
接
浴
す
る
手
段

で
あ
る
呼
吸
、
す
な
わ
ち
空
気
の
生
活

に
つ
い
て
述
べ
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ

る
。人
間
の
日
や
界
を
通
し
て
空
気
を
吸

い
込
ん
だ
り
吐
き
出
し
た
り
す
る
動
作

に
伴
う
生
理
４
月
に
は
、
あ
く
び

・
し

ゃ
っ
く
り

・
せ
き

・
く
し
ゃ
み
の
よ
う

な

一
時
的
な
作
用
が
あ
っ
て
、
そ
れ
ぞ

れ
大
切
な
働
き
を
持

っ
て
い
る
の
で
あ

る
が
、
最
も
泄
続
的
な
も
の
は
呼
％
で

あ
る
。
そ
の
呼
吸
に
も
、
無
意
識
の
内

に
な
な
っ
て
ｔ
る
呼
吸
、
気
絶
し
た
時

の
人
Ｉ
呼
吸
、
呼
吸
力
の
弱
っ
た
時
の

酸
素
吸
入
、
体
操
、
連
動
、
坐
禅
、

「一

ガ
で
行
な
う
深
呼
吸
な
ど
が
半
げ
ら
れ

，０
。

体
内
の
商
萄
精
を
分
解
し
、
そ
の
際
、

化
学
作
用
に
伴

っ
て
発
熟
す
る
。
こ
の

発
熟
が
人
間
生
存
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
な

る
の
で
あ

っ
て
、
こ
の
然
焼
に
よ
っ
て

生
す
る
炭
酸
，
ス
と
水
分
は
呼
気
に
温

っ
て
排
出
さ
れ
る
。

人
間
の
肺
胞
は
身
体
の
表
面
積

一
―

一
・
五
平
方

メ
ー
ト
ル
の
五
〇
信
に
当

る
五
０
，
七
五
平
方
メ
ー
ト
ル
も
あ
る

一
■
の
自
動
清
浄
湿
式
高
性
能
フ
ィ
ル

タ
ー
も
来
ね
て
い
る
。
そ
こ
で
は
、
吸

気
中
の
理
末
が
大
気
の
れ
成
の
二
０

・

九
六
％
あ
る
も
の
を
、
呼
気
で
は

一
本

・
四
％
の
合
有
率
に
下
げ
て
排
出
す
る

の
に
対
し
て
、
肺
胞
気
は

一
〓
〓

八
％

ま
で
磁
素
を
吸
収
し
て
く
れ
る
か
ら
、

酸
素
の
吸
収
率
が
差
引
二
■
〈
％
多
く

な
り
、
そ
れ
だ
け
余
計
に
餃
素
吸
人
を

す
る
の
と
同
じ
こ
と
に
な
る
わ
け
で
あ

る
。
二
■
＾
％
は
吸
人
空
気
全
量
に
対

し
て
の
パ
ー
セ
ン
テ
ー
ジ
で
あ
う
、
呼

気
中
の
酸
素
に
対
し
て
は
一
六
％
ア
ン

プ
に
担
当
す
る
か
ら
、
肺
を

一
色
の
ポ

ン
ブ
と
考
え
れ
ば
．
か
な
り
の
効
率
上

昇
と
言
え
る
。
こ
れ
が
深
呼
吸
や
コ
ガ

の
ク
ム
ス
ク
が
大
切
と
な
る
理
由
で
あ

る
．英
語
で
は
吸
気
の
こ
と
を
イ
ン
ス
ピ

レ
ー
シ
ョ
ン
と
い
う
。
普
通
イ
ン
ス
ピ

レ
ー
シ
ョ
ン
と
い
う
と
霊
感
な
ど
の
意

味
を
持
っ
て
い
る
が
、
こ
の
単
語
は
両

方
の
意
味
が
あ
る
。
そ
し
て
呼
気
を

エ

し

I

ヽ_
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，
　
テ
一卜
　
，
ｉ

硝
「
六
十
年
十
月
二
十

二
日
に
父
躙

信
は
永
¨
贅
し
ま
し
た
。
こ
こ
に
■
一別

の
御
厚
前
を
″
所
共
し
ま
す
．

オ
剌
の
会
費
二
十
円
也
．
納
″
致
し

て
ヽ
き
ま
す
。
　

（
長
男
）
伊
藤
よ
議

埋
　
掘
　
　
　
＾

柳
川
■
の
想
近
は
■
を
茫
然
自
人
さ

せ
た
。
彼
は
中
学
高
，
を
通
し
、
Ｌ
上

競
ユ
部
で
チ
ー
ム
メ
ー
ト
．
ク
ラ
ス
の

事
■
■
の
ま
と
め
よ
、
そ
の
上
同
窓
〓

の
中
心
幹
事
と
し
て
、
苺
，

の
青
一要
な

行
■

の
実
施
に
貢
正
す
る
等
々
、
卜
か

し
ｔ
慎
ｔ
出
は
数
を
¨
ら
な
い
。
今
改

あ
て
そ
の
御
●
ヽ
を
心
か
ら
お
，
り
し

た
い
．

４
　
中
嶋
　
　
●

や
や
ヽ
と
り
す
ぎ
て
、
人
並
み
に
ヽ

人
病
約
症
漱
を
具
備
し
て
い
ま
す
が
、

ま
あ
ま
あ
の
に
車
よ
態
て
し
ま
す
。

や
っ
た
い
仕
事
は
い
く
ら
て
も
あ
り

ま
す
。
ま
た
す
だ
が
ん
に
り
ま
す
．

“
　
吉
工
　
訳

一

〓
■
生
終̈
了
と
同
時
に
贈
Ｌ
軍
幼
４

学
よ
に
■
●
し
て
了

っ
て
短
ｔ
Ｆ
た
て

し
た
が
．
な
ぜ
こ
う
も
印
〓
深
い
の
で

し
ょ
う
か
？

ｉ
市
掟
児
の
楽
し
き
と
意
ま
と
は
‘

し

生
忘
れ
る
こ
と
は
な
い
て
し
ょ
う
。

′
　
鍋
田
　
　
康

昭
和
二
六
年
四
月
静
岡
聯
隊
の
戦
友

会
慰
壼
余
が
あ
り
、
護
国
神
社
で
脳
出

血
の
た
め
倒
れ
、
現
在
小
康
を
得
て
お

り
ま
す
が
療
養
に
つ
と
め
て
い
ま
す
。

螂
　
奥
山
　
　
正

遂
に
前
立
原
肥
大
に
て
入
院
中
、
生

れ
て
は
じ
め
て
の
入
院
で
す
が
、
今
度

の
同
窓
会
に
は
出
た
い
も
の
で
す
。

４８
　
岩
崎
　
鑑

一

筆
の
す
さ
び
の
四
行
詩

銭
の
無
き
身
は
つ
ら
か
り
き

綴
は
あ
れ
ど
も
安
か
ら
す

人
に
尽
す
は
易
か
り
き

人
と
せ
め
ぐ
の
難
き
か
な

５０
　
梶
原
　
忠
治

幹
事
の
オ
ロ
様
ょ
う
毎
口
御
丁
重
な

る
お
便
り
を
い
た
だ
き
恐
縮
し
て
お
り

ま
す
。
小
生
す
で
に
老
境
に
入
り
、
今

は
，
べ
て
の
勤
あ
を
や
め
、
専
ら
老
人

●
■

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
等
に
奥
じ
、
悠
々

自
適
の
生
活
を
送

っ
て
お
り
、
普
の
友

が
無
性
に
懐
し
く
な
り
ま
し
た
。
こ
れ

か
ら
は
大
会
等
に
も
出
席
す
る
つ
も
り

で
す
。

ω
　
江
川
　
友
治

大
学
で
大
声
で
認
一工
し
て
い
る
の
が

良
い
と
兄
え
て
、
お
か
げ
で
大
変
元
気

で
す
。
六
十
人
歳
の
０
ま
は
若
い
時
ほ

ど
飲
み
ま
せ
ん
が
、
そ
れ
で
も
研
究
室

で
学
生
と

一
緒
に
食
ん
だ
り
、
気
の
合

●
た
先
生
■
と
，
た
た
，
す
る
，
日
て

す
．
■
の
に
こ
に
心
の
に
片
か
ら
、
心

の
工
」
■
は
Ｆ
の
健
Ｉ
か
ら
で
す
■
．

フ
　
今
井
　
健
三

引
読
き
、
キ
■
ノ
ン
の
開
■
会
社
は

捐
Ｉ
社
の
い
問
と
し
て
市
＝
し
て
い
ま

す
．
昨
■
度
の
二
十
二
■
の
同
卿
忘
乍

会
は
十
二
月
五
日
．
銀
座

の
ア
ヤ
ン
テ

て
十
八
名
出
席
、　
一
夜
を
，
し
く
迪
ご

し
ま
し
た
‘

認
　

一　
　
　
誡

●
け
も
お
世
話
に
な

●
て

お

り

ま

す
。
追
れ
て
中
訳
け
な
い
て
す
が
奎
費

を
お
送
り
し
ヽ
す
●
小
生
Ｆ
下
無
敲
で

す
が
、
ま
た
ま
た
“
き
た
い
の
で
競
意

殿
″
し
を
や

っ
て
０
ま
す
が
、
年
今
か

“
魔
し
一、

な
か
な
か
見
つ
か
り
ま
せ

ん
。
長
期
り
の
覚
ｉ
て
い
ま
す
。

“
　
古
，
　
Ｉ
■

永
■
の
勤
あ
人
■
洒
に
終
■
●
を
打

●
ケ
■
の
地
に
，
っ
ま
し
た
．
挫
地
，

〓
〓
Ｃ
ア
ー
ル
計
，
あ
り
ま
す
の
で
、

家
内
と
二
人
畑
仕
■
に
は
げ
ん
で
お
り

ま
す
．
れ

た
乍
ら
晴
誹
雨
計
ら
し
き
生

れ
を
し
て
お
，
ま
す
．
■
■
丼
の
田
，

的
な
の
で
Ｈ
岡
に
は
■
々
行
け
す
残
会

で
す
が
、
今
●
と
も
〓
ま
く
ホ
収
い
し

ま
す
．

，
　
″
　
　
姉
巳

一■
気
で
，
い
て
属
り
ま
す
。
老
共
Ｆ

二
人
の
静
か
な
家
て
す
が
、
時

々
ス
を

■
に
行

●
た
り
、
見
せ
に
来
た
り
の
生

猜体『枢大手町２１，

・
・
ラ
イ

フ
ビ

ル
２
」
‐
６

こ̈
は̈、”和ビジ「　佐野　　Ｌ

ｌ
μ
向
中
で
す
。
　
，
ォ
ス
サ
‐
ビ
ス
０

『̈一̈｝閻］〔̈［赫］け一中

れ『『はい一脚隷̈雌［．一一一．一

´̈̈̈
¨̈一̈］け一一一̈̈
‐
●
１
ヽ

「一”̈」「跡』一́山一““にな囃

・・”犠̈一器一一」̈
一一̈̈̈
一

一
―
ン現象、．ャぃ
ぃし
いこと、
小

一犠『囀れけ」』一̈一濠̈中̈

・
力
違
う
も

の
で

い̈̈
瘍晰̈攀計̈“一『りま鞭

か
努
力
し
ま
一

． 今
‐
五
二
七
〓
一　
一ぃ
一
」

η
　
河
丼
　
良
夫

一「
―
　

●
　

．
　

　

　

一

〓
Ｌ
　

一ス
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ｔ

活
を
送
っ
て
居
り
ま
す
。
つ
　
近
藤
　
賜
三

本
年
は
ソ
ウ
ル
で
ア
ン
ア
大
会
。
私

が
全
日
本
男
女
ヽ

ッ
ヶ
ｌ
チ
ー
ム
を
ひ

き
つ
れ
て
行

っ
た
イ
ン
ド
大
会
か
ら
四

年
も
た

っ
て
し
ま
っ
た
。
今
年
は
冬
体

み
を
利
用
し
て
小
生
が
監
督
を
し
て
い

る
東
農
大
ホ
ッ
ケ
ー
チ
ー
ム
と
共
に
ホ

ッ
ケ
ー
を
国
技
と
し
て
い
る
イ
ン
ド
違

征
を
計
画
し
て
い
ま
す
．
∞
　
萩
原
　
荘
平

■
年
十
二
月
末
に
何
年
振
り
か
で
静

回
駅
に
下
享
し
ま
し
た
．
駅
及
び
‘
の

周
辺
が
す
ら
か
り
音
と
変

っ
て
し
ま
い

戦
前
の
駅
い
終
戦
時
の
駅
、
現
在
の
駅

が
頭
の
中
で
く
る
く
る
廻
り
、
そ
の
変

り
様
に
感
慨
を
，
え
ま
し
た
。

ａ
　
ｌｔｌ
崎
　
和
夫

昭
和
六
＋
年
十

一
月
に
横
浜
市
中
区

寿
町
ニ
ー
ス
ー
八
京
浜
一鉛
貨
整
備
“
社

長
に
就
任
致
し
ま
し
た
‘
電
話
〇
四
二

―
六
入

一
―
工
二
五

一
で
す
。

横
浜
に
お
出
掛
け
の
際
は
是
非
ご
遠

絡
下
さ
い
。

関
東
同
窓
会
の
益
々
の
ご
発
展
を
お

祈
り
致
し
ま
す
。

“
　
伸
野

　

央

本
年
入
月
よ
り
、
人
材
講
旋
会
社

エ

ィ
フ
ル
・
フ
ェ
ロ
ー
ズ

（
〓
菱
商
事
の

関
連
事
業
投
資
先
）

へ
出
向
し
て
お
り

ま
す
。

電

０

３

１

２

４

２

１

６

５

０

６
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例
会
に
も
ご
無
沙
汰
し

て
お

り

ま

す
。
松
坂
屋
本
社
（■
座
〉勤
務
で
す
。

ぜ
ひ
お
立
寄
う
く
だ
さ
い
。

７０
　
牧
野
　
　
市

阿
都
牧
郎
氏
の

″
あ
こ
が

れ

の
母

狡
″
大
変
嬉
し
く
計
ま
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
静
高
野
■
部
今
夏
は
ぜ
ひ
甲

子
園

へ
出
場
を
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

”
　
西
山
　
信
三

千
事
の
皆
様
ご
古
労
様
で
す
。

都
心
か
ら
離
れ
た
と
こ
ろ
に
居
ま
す

の
で
、
同
窓
会

へ
も
な
か
な
か
出
席
で

き
ず
残
金
で
す
。

ｍ
　
松
永

　

茂

す
で
に
同
窓
生
諸
君
の
面
ン
は
う
す

く
な
り
ま
し
た
が
、
機
会
が
あ
り
ま
し

た
ら
参
加
さ
せ
て
戴
き
ま
す
。
会
の
ご

発
展
を
祈
念
し
ま
す
。Ю
　
」速
藤
　
藤
弥

昨
年
は
都
合
に
よ
り
総
会
に
出
席
出

来
ず
残
念
で
し
た
。
本
年
は
是
非
出
席

す
べ
く
今
か
ら
楽
し
み
に
し
て
お
り
ま

す
。
会
員
諸
兄
の
益
々
の
御
健
捷
を
お

祈
り
し
ま
す
。
昨
年
八
月
大
阪
支
店
よ

う
浅
野
常
務

（
六
一
回
）
が
本
社
に
な

勤
さ
れ
、
折
に
ふ
れ
ヽ
贅
が
話
題
に
な

り
ま
す
。
新
日
●
　
生
需
部
勘
読

７１
　
片
山
　
守
彦

民
営

・
分
割
と
ヽ
う
厳
し
０
ア
ラ
シ

を
前
に
日
夜
悪
戦
吉
闘
し
て
い
ま
す
。

皆
様
方
の
あ
た
た
か
い
ご
理
解
を
。
国

鉄
に
勤
務
し
て
二
十
二
年
に
な
り
ま
し

た
。
世
の
中
の
た
め
に
尺
し
て
き
た
つ

も
り
で
す
が
‥
…
０

７１
　
自
丼
　
　
カ

ー２
月
β
日
、
前
岡
で
馬
波
先
生
叙
勲

祝
資
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

馬
渡
先
生
は
静
高
在
任
中
、
パ
ス
ケ

ッ
ト
ボ
ー
ル
部
長
及
び
コ
ー
チ
と
し
て

昭^
２７
２
３７
）
イ
ン
タ
ー
バ
イ
準
優
勝

二
回
、
日
本
優
勝

一
回
、
準
優
勝

一
回

と
い
う
偉
大
な
る
功
讚
を
残
さ
れ
た
先

生
で
す
。

７２
　
九
山
　
安
彦

仲
々
参
加
出
来
ず
、
中
訳
あ
り
ま
せ

ん
。
で
も
、
い
つ
も
０
つ
も
飲
み
食
ｔ

の
会
だ
け
で
な
く
、
た
ま
に
は
背
空
の

下
で
白
球
を
追
う
と
い
う
の
も
良
い
と

思
い
ま
す
が
…
…
。

７２
　
●
藤
　
ム
次

一
〇
０
年
外
の
集
り
を
契
機
に
色
々

の
方
と
接
触
す
る
機
会
が
増
え
て
喜
ん

で
お
り
ま
す
。

幹
事
さ
ん
は
大
変
で
し
ょ
う
が
、
山

来
る
文
多
く
の
方
々
が
集
ま
れ
る
日
時

を
選
ん
で
、
再
会
の
機
会
を
，

っ
て
下

さ
い
。

つ
　
内
藤
　
博
次

三
十
一
年
に
卒
業
し
て
三
十
年
に
な

ろ
う
と
し
て
い
ま
す
。
日
立
製
作
所
本

社
の
営
業
技
術
の
部
長
を
但
当
し
て
お

り
ま
す
。

関
東
支
部
の
例
会
に
は
次
回
は
ぜ
ひ

世
席
し
た
い
と
思
っ
て
し
ま
す
。
卒
業

三
千
年
日
に
は
ゼ
ひ
同
じ
ク
ラ
ス
が
静

岡
に
集

っ
て
当
時
を
思
い
出
し
た
い
と

考
え
て
０
ま
す
。

烈
　
見
城
　
尚
志

現
在
、
破
業
訓
“
大
学
校
の
教
授
を

し
て
い
ま
す
。
ま
た
学
界
と
産
業
界
の

協
力
の
も
と
に
Ｍ
Ｏ
Ｔ
Ｏ
Ｒ
Ｔ
Ｅ
Ｃ
Ｈ

Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ
と
ヽ
う
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
の
委
員
長
を
あ
め
て
０
ま
す
。
三
月

六
日
に
第
六
回
め
を
終
了
し
た
と
こ
ろ

で
、
ょ
う
や
く
様
々
の
用
件
を
こ
な
す

時
間
が
と
れ
た
と
こ
ろ
で
す
。

る
　
柳
沢
弥
大
郎

大
学
か
ら
の
派
遣
に
て
、
入
文
ル
の

医
療
の
お
手
伝
い
に
半
午
問
来
て
お
り

ま
す
。
黒
潮
洸
う
、
鳥
も
通
わ
ぬ
■
は

悠
久
な
自
然
と
歴
史
を
秘
め
て
い
ま
す

が
、
今
は
羽
回
よ
り
四
十
五
分
ヽ
全
ロ

空
が
，
日
ス
便
飛
ば
し
て
お
り
ま
す
。

二
月
か
ら
は
フ
ツ
ー
ジ
ヤ
祭
が
日
か
れ

ま
す
。

■
　
樋
丼
　
　
隆

大
学
を
卒
業
し
、
整
形
外
ヽ
を
勉
強

し
て
お
り
ま
す
。
ま
だ
ま
だ
未
熟
著
で

す
が
、
よ
ろ
し
く
御
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。

税
　
石
川
　
雄

一

短
資
会
社
を
御
存
知
な
い
方
が
多
せ

と
思
０
ま
す
が
、
ユ
は
現
在
、
山
根
短

資
と
い
う
会
社
の
外
国
部
で
、
ド
ル
コ

ー
ル
を
担
当
し
て
お
り
ま
す
。

９４
　
人
見
百
合
子

嘲一一”在渕呻脚卸向ぃ
』］ぃけ。　　四九

―
●
フ
修
中

製』一一一̈
一蜘̈
一』いつ下ヽ剛
　
五〇

と
に
な
り
ま
嗜
赳
「
名
古
屋
に
行
い
れ
　
五

一

上
丼
広
．
陰
一山
修
次
．
油
野
店

二
、
篠
原
す
、
大
津
英
軸
、
植

未
定
美

森
芳
夫
、
工
川
友
治
、
深
本
人

郎
、
山
■
証
、
梶
原
忠
治

永
■
五

一
郎
、
政
塚
陵
吉
、
難

波
悦
朗
、
大
富
部
国
男
、
大
石

鉄
夫
広
川
聡
、
西
日
皇
ヽ
、
今
丼
健

三
、　
一　
誠

谷
静
夫
、
価
畑
勝
、
森
下
洋
、

片
桐
鎮
夫
、
浣
岩
秀
郎
、
宮
沢

四
郎
、
日
辺
信
次

細
非
庸
二
、
高
非
昴
、
山
本
陣

草
、
佐
野
圭
司
、
熊
原
範
平
、

山
田
キ
■
、
居
れ
良
“

水
■
八
郎
、
塚
越
僣
、
吉
野
悟

郎
、
侃
江
重
工
、
石
神
庸

一

原
口
昇
左
右
、
原
敏
彦
、
■
村

治
郎
、
松
田

一
郎
、
松
円
光
彦

山
口
弘
、
高
精
四
郎
、
■
々
木

俊
夫
杉
山
正
友
、
ｉ
田
澄
、
高
橋
礼

久
、
鈴
木
克
己
、
■
根
光
明
、

中
村
孝
二
、
望
月
修
、
背
　
稔

●
馬
財
、
牧
知
巳
、
渡
辺
三
郎

鈴
木
栄
〓
、
服
部
健

一
、
沢
西

浩
、
熊
倉
均
、
鷹
森
立

一
、
松

日

一
雄
、
伊
藤
健
三
、
向
非
見

鈴
木
健
〓
、
福
原
元

一
、
青
木

豊
、
延
藤
陽
三
、
大
村
和
夫
、

朝
比
奈
正
二
、
富
永
利
夫
、
橋

六
〇
年
度
会
費
拠
出
者

順^
不
同

・
破
称
略
）

如
馴
二
六
　
■
屋
正
三

三
二
　
前
日
鉄
三

二
五
　
加
藤
正
二

三
人
　
本
多
崚

四

一　
針
木
篤
、
山
日
栄

一
、
伊
藤
顕

●
、
三
宅
黎
雄

四
二
　
沼
津
善
夫
、
■
川
謙
ｍ
、
山
口

贅

一
郎
、
古
Ш
幸

一
、
颯
夷
、

鈴
木
“
次
郎
、
中
嶋
敏

四
三
　
吉
江
識

一
、
北
里
良
夫
、
三
宅

静
“
、
清
水
工
照
、
長
戸
寛
美

四
四
　
増
丼
障
郎
、
松
下
清
夫

四
五
　
下
川
孟
、
伊
東
●
、
黒
日
明
彦

蝦
原

一
郎

四
一今

大
藤
道
直
、
日
中
修
三
、
長
浜

献
二
、
鼠
入
秀
夫
、
大
島
正
誕

四
七
　
鍋
田
嵐
、
嗚
谷
苑

一

四
人
　
岩
崎
鑑

一
、
大
田
正
元
、
河
，

祥
、
北
村
三
明
、
影
山
浩
、
奥

山
正

〓

二

五

三

五

四

五

五

五

六

五

七

五

人

五

九

(14)会    報



(15) 会 報 第 21号

〓
Ａ

杉
村
行
勇

矢
部
墜
、
吉
野
亭
、
増
Ш
安
国

向
丼
久
和
、
小
杉
証

一
、
清
川

０
、
手
塚
言
明
、
長
倉
孝
〓
、

河
日
正
峯
、
戸
塚
惣
瑯
、
小
沢

咬
二
、
大
村
原

宇
田
貞
子
、
飢
口
邦
彦
、
中
村

畦
、
九
尾
，
大
、
市
原
草
、
石

川
尭
昭
、
佐
野
川
好
母
、
緬
極

晃
生
、
小
林
功
奥
、
赤
松
靖
弘

市
来
昭
二
、
菫
月
方
朗

Ш
川
郭
子
、
福
山
′
雄
、
内
回

守
孝
、
八
木
ま
弘

渡
辺
勝
美
、
松
山
多
美
、
西
山

信
〓
、
小
佐
野
栄
“
、
河
非
良

夫
、
小
山
清
継
、
大
場
良
巨
、

若
林
久
二
、
原
日
行
造
、
沐
岡

宏
、
遠
藤
藤
弥
、
収
野
市
、
鈴

木
清
、
石
本
明
、
こ
科
■
雄
、

大
山
‘
司
、
大
地
不
二
雄
、
・斎

藤
長
二
郎
、
松
永
”
、
三
上
隆

実
、
小
長
谷
消
実
、
石
川
悟
、

松
井
昌
夫
、
有
口
久
、
回
中
宏

志実
石
欣
哉
、
酒
井
力
、
安
藤
竜

男
、
片
山
嘉
博
、
友
口
勲
、
徳

日
武
司
、
関
本
光
宏
、
小
関
修

身
、
奥
村
鋭

一
郎
、
村
松
綬
啓

本
問
啓
司
、
遠
藤
幸
，
、
自
丼

力
、
片
山
守
彦
、
的
場
徹
、
岩

島
隷

一
郎
、
山
田
勝
司
、
岩
崎

剛
、
今
村
清
彦
、
笠
丼
克
彦

丸
山
安
彦
、
佐
藤
修

一
却
（
３
）

仁
瓜
宏
次
、
石
川
正
明
、
鈴
木

靖
二
、
内
藤
博
次
、
増
口
欽

一

前
Ш
信
之
、
山
本
勝
，

（
４
）

田
宮
看
夫

石
川
入
洲
夫
、
近
藤
守
、
杉
山

光
、
望
月
公
一一零

麻
生
貞
敏

（
３
）
、
中
川
明
久
、
古
丼
大

一
朗
、
大
村
博
、
松
下
勝
朗
、

望
月
智
、
深
尾
皓
、
永
日
俊
彦

小
柳
忠
義
、
大
石
一莞
史
、
卦
木

智
彦
、
青
木
俊

一
部

（
３
）
、

同
本
修
、
大
長
義
信
、
塩
坂
瓜

司
、
石
割
浩
司
、
柴
山
欽
●
、

松
永
烈
、
利
根
川
Ｉ
、
遠
山
敦

子
、
山
下
，
三
、
加
藤
元
彦
、

西
日
和
子
、
卦
木
芦
、
小
野
口

幸
“
、
梶
原
重
則
、
一不
像
純
司

杉
山
親
司
、
赤
木
政
大
、
石
川

征
四
郎
、
関
悦
男

木
村
オ
、
寺
尾
絢
彦
、
平
岡
岩

生
、
細
川
紀
子
、
中
付
美
ヽ
子

口
中
佐
知
予
、
■
藤
素
郷
、
沖

茉
子
、
川
村
知
巳
、
鈴
木
二
郎

口
野
谷
実
子
、
山
内
章
、
山
脇

，
ス
タ
、
兄
城
尚
士
Ｒ

勝
間
ロ

武
司
、
藤
倉
美
耶
子
、
佐
伯
壁

小
栞
悠
嗣
、
大
島
崇
志
、
柳
沢

弥
太
郎
、
青
山
拡
、
勝
亦
正
安

川
瀬
光
シ
、
友
田
徹
、
鷲
山
裕

主
、
福
地
茂
樹

池
端
次
“
、
石
１１１
定

一
、
同
村

稔
、
■
沢
洋
文
、
飯
日
善
久
、

遠
ヌ
英
祐

人
四
　
生
駒
光
博
．
水
越
仲
昭
、
成
日

恵
理
子
、
岩
日
康
月
、
竹
下
晴

久
、
口
辺
哲
、
小
沢
治
夫
、
杉

本
浄
、
高
口
理
孝

入
七
　
波
辺
久
記
、
浜
野
洋
行

八
入
　
和
国
知
行

入
九
　
日
野
資
式

（
１０
）

九
四
　
松
井
琢
磨
、
れ
野
裕
子
、
小
池

一
徳
、
篠
崎
光
、
植
非
降
、
石

川
準

一
、
佐
々
木
美
登
里
、
赤

尾
博
、
人
■
百
合
子

九
七
　
寺
西
浩

昭
和
六
十

一
年
二
月
現
在

（

）
内
は
口
数

t

第
３９
回
「
江
の
島
会
」
ご
案
内

一
、
日
時
　
九
月
七
日
（
日
）
正
午
、

十

一
時
よ
う
受
付

一
、
場
所
　
江
の
島
意
比
寿
星
旅
筵

（
Ъ
期
永
野
清
氏
経
営
）

一
、
会
費
　
七
千
日
、
女
性
六
千
円

（記
念
写
真
べ
を
含
む
）

年
会
費
不
要

一
、
遠
絡
先
　
〇
四
六
六
―
二
六
―

二
〓
三
入
　
村
松
迄

お
誘
い
合
わ
せ
の
上
、
是
非
ご
山
席
場

わ
っ
た
し
。

六
七

六

八

一
今
几

ｔ
Ｏ

ｔ

一

t                t                      t      t
七                四                      三       二

不」||′■1111はぜひ
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城南リハウス株式会社

日東不動産株式会社
.は lli少ⅢI:■ 田 島 弘 ―郎
!1・ ,F,コイ1■ 調 子 達 郎 (テ。Ⅲl)

●ヵ.吉「月'コ区TI十(1-● ―」・
TE.0.:||'1,0171`|い

新東京印刷株式会社

代表鰤 役 1尾  原  由  :三  (|‐口)

東京都中央区入T堀 2-1-7
神鋼ビ九

TEL 03-55S-8,81(ヽ 表)

爪
北
、
小
沢
武
彦
、
磯
都

一
、

長
日
宏
、
酒
見
秀
夫

六
〇
　
萩
原
荘
平
、
鈴
木
硼
、
三
見
元

一
郎
、
君
島
康
弘
、
渡
辺
博
、

満
間
猛
、
野
沢
米
司
、
山
本
善

通
、
丼
山
裕
“
、
複
谷
●
弘
、

河
合
陸
郎
、
尾
崎
龍
男

六

一　
・仲
野
辰
男
、
黒
川
表
三
、
片
沢

博
村
、
■
尾
昭
、
山
崎
和
夫
、

長
瀬
脩
、
大
村
富
士
男
、
安
原

徹
治
、
萩
原
将
弘
、
な
迪
友

一

■
オ
正
囲
、
相
羽
達
雄
、
徳
永

重
遠

六
二
■
全
二
　
柴
日
方
年
、
寺
尾
寿
夫

高
橋
孝
雄
、
海
野
昭
平
、
鈴
木

市
〓
、
真
Ш
宗
明
、
自
鳥
力
夫

塩
沢
故
、
鈴
木
惣
吉
、
日
喜
光

北
堀
勝
雄
、
稲
森
茂
、
谷
繁
次

加
藤
平
三
郎
、
三
技
仏
之

六
四

・
六
五
　
■
野
実
、
渡
辺
進
式
、

吉
丼
駿
亮
、
増
田
誡
男
、
秋
山

知
資
二
、
馬
場
泰
男
、
■
野
達

彦
、
神
谷
武
夕
、
工
， 純
健
成
、

杉
本
哲
、
佐
野
旭
、
柳
回
売
、

加
藤
満
、
ま
■
″
夫
、
塚
本
光

彦

六
六
　
増
丼
和
夫
、
加
藤
博
司
、
三
原

載
、
村
越
立
彦
、
藤
原
朝
則
、

杉
本
手
貞
、
小
嶋
清
司
、
村
松

武
司
、
久
保
な
夫
、
浜
口
裕
志

関
本
和
男
、
永
日
陽

一
、
長
合

良
平
、
藤
原
隆
二
、
佐
藤
六
登



鈴 与 株 式 会 社 トッパン・ムーア株式会社

'“
陽 長 鈴 木 与 平 (44回 )

清 ボ 市 入 船 詢 11-1
TEL(0,3)53-3111(天 ｀表)

東ヵ:支社 千代出区丸の内2-3-2郵 11ビル4F
TEL 03(284)0551(代 )

●け″ [長_宮 澤 次 郎 (42口 )

●京都千代田区神口陵河台 1-6
TEL(205)2411(大 代表)

東京都 合東 区台東 1-5-1
TEL(833)2111(大 代表)

日本 レーベル印刷襲

し

し

"1 
根 銘 茶

三保乃園 山 菅 茶 店

山 菅 章 雄 (53回〉
(村 松 工 七)

東i都を区面青山 1-20-6
TEL 03-4“-5700

本田技研工業株式会社

,|1島 喜八郎 (52回 )

東京都渋●区沖 官 |16-27-8

TEl.(■99)Olll(大 代表)

ftr ,,iii: 1+ + +*Blj GrE)

本 社 ,岡 市 口 古 日 615
T E L 0542(12)1111(■ )
東 京 中央区ボ詢 -2越前ロビル
TEL 03(272)4651(ド

'

株式 会 社 大  雄

総●広告ヽ理店

株式会社 ア ド プ ロ
表ヽ取

“

■ 朝比奈 正 三 (67● 1)

取 締 役 社 長 奥  野  孝
“

口 )

本

`11 

東京都合東|ズ業 上野2-18-7丼伺ビ′,11レ

TEL  03 -834--5 3 3 1 (イ 表ヽ)

皇築設計・監理

警慰奥野建築設計事務所
■締空,■ 奥  野   孝 (53回 )
取■■社長 奥  野  進 (56回 )
■i‐|,■ |!1■■ 奥  野  広 (580)

本 社 東京都台束区
～
-5-12 カ:1瀬 ビル

TEL 03-S42-6631(代 表)
静同事″所 静間iF安■ =-8-14TE;  0542-46-987S

東京都千ヽ口区内神田3-4-5岡 ●ビル3階

TEL 03-254-2171(代 表)

凸 版 印 刷 株 式 会 社

建築
iζ [当::古綱予l罰曇番落

株式会社 東  電  社
取柿
'■
■ 岩 il皮 信 平 (42回〉

東京都 中 央 区 ロオ 橋 2-1-21

TEL(271)2f01(大 代表)


